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五
十

1
放

朱
子
語
類
讃
書
法
篇
語
注

的興

謄

宏

京
都

大
卒

木

津

路

子

同

志
社女
子

大
串

斎

藤

希

史

京
都

大
挙

21

学
者
講
書
､
須
要
赦
身
正
坐
､
綾
硯
微
吟
､
虚
心
滴
泳
､
切
己

省
一
作
鮭
察
.

又
云
､
讃

1
句
書
､
須
鮭
察
這

l
句
､
我
賂
乗
甚
虞

用
得
｡
又
云
､
文
字
是
底
固
普
看
､
不
是
底
也
普
看
､
精
底
固
普
看
､

粗
底
也
普
看
｡
震
｡

｢学
ぶ
者
が
謹
書
す
る
と
き
に
は
､
居
ず
ま
い
を
正
し
て
き
ち
ん

と
坐
-
､
ゆ

っ
た
-
な
が
め
な
が
ら
静
か
に
吟
じ
､
心
を
空

っ
ぽ
に

し
て
深
-
味
わ
い
､

わ
が
身
に
引
き

つ
け
て
省
察

せ
ね
ば
な
ら
な

い
｡
｣
ま
た
お

っ
し
ゃ
っ
た
､
｢書
の

一
句
を
讃
む
時
'
そ
の

一
句
を

自
分
が
ど
の
よ
う
な
局
面
で
用
い
る
か
を
､
わ
が
身
の
こ
と
と
し
て

省
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
｣
ま
た
い
わ
れ
た
､
｢
文
章
は
､
そ
う
だ
と

思
う
も
の
は
も
ち
ろ
ん
講
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
､
そ
う
と
は
思
え
な

い
も
の
も
清
ま
ね
ば
な
ら
な
い
｡
精
密
な
も
の
は
嘗
然
講
ま
ね
ば
な

ら
な
い
が
､
大
ざ

っ
ぱ
な
も
の
も
讃
ま
ね
ば
な
ら
な
い
｡
｣
鍾
震
｡

(校
勘
)

朝
鮮
舌
活
字
本

這

一
句
-
此

一
句

朝
鮮
古
希
本

牧
｡
但
し
'
｢講
書
法
上
｣
の
第

一
保
に
'
｢過
聞
先
生
数

人
議
書
之
法
有
目
'
赦
身
正
坐
､
緩
硯
微
吟
'
虚
心
油
泳
'
切
己
省
察
｣

と
見
え
る
｡

(荏
)

本
懐
前
段
に
見
ら
れ
る

｢虚
心
滴
泳
｣
｢切
己
省

(醍
)
察
｣
は
､

｢
欽
身
正
坐
｣
｢綬
税
微
吟
｣
と
い
う
身
鰻
状
況
と
封
比
的
に
述
べ
ら
れ

る
が
'
議
書
に
お
け
る
重
要
な
心
構
え
と
し
て
朱
子
の
書
斎
に
こ
の
四
句

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
'
四
庫
本

『
朱
子
読
書
法
』

一
｢綱
領
｣
に

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

記
さ
れ
る
｡

｢
先
生
書
於
講
書
之
所
日
'
赦
身
正
坐
'
綾
税
微
吟
'
虚
心

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

滴
泳
'
切
己
腹
案
｡
寛
着
期
限
'
緊
着
課
程
O
研
精
雫
思
'
以
究
共
析
難

知
｡
平
心
易
気
'

以
聴
其
自
得
｡｣
ま
た
｡
｢虚
心
滴
泳
｣
と

｢切
己
鮭

察
｣
は

『
朱
子
講
書
法
』
の
類
目
名
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て

お
き
た
い
o

｢緩
税
｣
は
'
そ
の
ま
ま
の
形
で
の
用
例
は
見
普
た
ら
な
い
が
'
｢緩
｣

日
渡
は
心
が
落
ち
つ
い
た
状
態
を
い
う
語
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
､

｢穏

や
か
に
な
が
め
る
｣
意
に
諾
出
し
た
｡

｢緩
緩
｣
と
い
う
例
を

『
語
類
』

ヽ
ヽ

の
中
か
ら
挙
げ
て
お
-
｡

｢
且
放
下
此

一
段
'
緩
緩
尋
思
'
自
有
超
然
見

到
虞
｡｣
(｢大
挙
二

竃
下
｣

一
五
･
30
3-
4
)
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底
本
は

｢省
察
｣
を
'

｢鰻
察
｣
と
作
る
テ
キ
ス
ト
の
あ
る
こ
と
を
注

す
る
｡
本
懐
に
は

｢省
察
｣
｢腹
案
｣
の
双
方
が
見
ら
れ
る
が
'
両
者
は

と
も
に

｢鮭
認
省
察
｣
の
義
を
代
表
す
る
語
で
あ
っ
て
'
意
味
に
大
き
な

差
は
な
い
｡
例
え
ば
'
学
問
の
進
め
方
を
問
わ
れ
て
の
朱
子
の
以
下
の
答

え
は
､
｢睦
認
省
察
｣
の
意
を
よ
-
表
わ
し
て
い
る
｡
｢
不
週
足
切
己
'
便

的
督
｡
此
事
自
有
大
綱
､
亦
有
節
目
｡
常
存
大
綱
在
我
'
至
於
節
目
之
問
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

無
非
此
理
.
捜
認
省
察
'

1
竃
不
可
放
過
｡｣
(｢総
論
馬
孝
之
方
｣
八
･

)40)o
な
お
'
｢
滴
泳
｣
の
語
に
つ
い
て
は
'
上
第
5
候
の
注
を
参
照
さ

れ
た

い
｡

本
候
の

｢譲

一
句
書
～
甚
虚
用
得
｣
と
同
じ
言
が
'

『
朱
子
讃
書
法
』

巻
二
｢虚
心
滴
泳
｣
に
見
え
る
.

本
俵
以
下
教
候
に
わ
た
っ
て
は
､
｢
虚
心
｣
｢切
己
｣
の
二
項
目
に
つ
い

て
繰
-
返
し
説
か
れ
る
｡

(記
録
者
)

鍾
震

字
は
春
伯
'
宗

7
先
生
と
稀
す
o
津
州
湘
薄
鯨
の
人
｡

『
師
事
年
致
績
』
二
八
四
｡

22

謹
書
須
是
虚
心
切
己
.
虚
心
､
万
能
得
聖
賢
意
o
切
己
､
則
聖

賢
之
言
不
烏
虚
説
.

謹
書
す
る
に
は
､
心
を
虚
し
-
し
て
己
れ
に
引
き

つ
け
る
こ
と
｡

心
を
虚
し
-
し
て
こ
そ
聖
賢
の
考
え
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
し
､
己

れ
に
引
き

つ
け
れ
ば
'

聖
賢
の
こ
と
ば
も
空
論
と
は
な
ら
な

い
｡

(記
錬
老
名
を
鉄
-
)

朱
子
語
類
読
書
法
篇
謂
注
ゆ

(典
膳
･
木
津
･
背
藤
)

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

映

23

着
文
字
須
是
虚
心
｡
莫
先
立
己
意
'
少
刻
多
錯
了
｡
又
日
'
虚

心
切
己
｡
虚
心
則
見
道
理
明
｡
切
己
､
自
然
鮭
認
得
出
｡
撃
｡

｢文
章
を
読
む
に
は
心
を
虚
し
-
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
決
し
て
先

に
自
分
の
考
え
を
立
て
て
は
い
け
な
い
｡
そ
れ
で
は
す
ぐ
に
間
違

い

に
陥
る
｡
｣
ま
た
い
わ
れ
た
｡
｢
心
を
虚
し
く
し
て
己
れ
に
引
き

つ
け

る
こ
と
｡
心
を
虚
し
-
す
れ
ば
道
理
が
は
っ
き
-
と
見
え
'
己
れ
に

引
き

つ
け
れ
ば
､
自
然
に
身
を
も

っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
｡
｣

畢

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

･
朝
鮮
古
希
本

多
錯
了
1
都
錯
了

(荏
)

｢少
刻
｣
は
t
L
ば
ら
-
し
て
の
意
で
'
上
篇
31
保
に
見
え
た

｢少
間
｣
に
同
じ
｡

前
候
と
同
じ
-
'
｢虚
心
｣
｢切
己
｣
の
重
要
性
を
'
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な

る
効
用
を
封
比
し
て
述
べ
る
｡
す
な
わ
ち
'
｢
虚
心
｣
に
よ
っ
て
道
理
に

近
づ
き
､

｢切
己
｣
に
よ
っ
て
そ
れ
を
具
鮭
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
t
と
論
ず
る
o

(記
録
者
)

不
明
｡
『
師
事
年
致
』
『朱
子
門
人
』
と
も
に
未
載
｡
『
師
事

年
致
』

一
六
四
に
は
察
思
な
る
人
物
が
記
さ
れ
る
が
'
本
候
の
記
錬
者
か

ど
う
か
は
確
定
し
が
た
い
｡

24

聖
人
言
語
､
皆
天
理
自
然
､
本
坦
易
明
自
在
郡
裏
｡
只
被
人
不
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歯
文
筆
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第
五
十
l
放

虚
心
去
看
､
只
管
外
面
捉
摸
｡
及
看
不
得
､
便
賂
自
己
身
上

一
般
意

思
説
出
､
把
倣
聖
人
意
思
｡
淳
｡

聖
人
の
こ
と
ば
は
､
す
べ
て
天
理
自
然
で
､
そ
こ
に
あ
る
ま
ま
に

本
来
わ
か
-
や
す
-
明
ら
か
な
も
の
だ
｡
た
だ
､
人
は
虚
心
に
そ
れ

を
見
よ
う
と
せ
ず
､
よ
そ
事
ば
か
-
を
探
ろ
う
と
す
る
｡
そ
し
て
､

読
ん
で
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
､
自
分
程
度
の
考
え
を
述
べ
立
て
て
､

聖
人
の
考
え
と
し
て
し
ま
う
の
だ
｡
陳
淳

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

自
己
身
上
1
自
己
上

記
銀
者
名
鉄

(荏
)

｢坦
易
明
白
｣
は
'
す
っ
ぱ
-
と
明
ら
か
で
裏
の
な
い
こ
と
を
い

う
｡
｢筆
者
議
論
工
夫
'
常
田
英
人
而
示
以
用
工
之
賓
､
不
必
費
節
O
便

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

人
知
所
遠
征
'
以
入
於
坦
易
明
白
之
域
'
可
也
｣
(｢総
論
偽
筆
之
方
｣
八

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

･
)46)
｢坦
然
明
白
｣
も
同
様
で
'
｢
知
至
則
道
理
坦
然
明
白
'
安
而
行

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

之
｣
(｢大
挙
二

経
下
｣

一
五
･
30
2)'
｢聖
人
之
言
坦
易
明
白
'
国
吉

以
明
道
'
正
欲
便
天
下
後
世
由
此
求

之

｣

(｢論
文
上
｣

一
三
九

･
33
)8
)

な
ど
の
ご
と
-
'
聖
人
の
言
や
道
理
に
つ
い
て
い
う
こ
と
も
多
い
｡

｢外
面
｣
は
'
こ
こ
で
は
単
に
外
側
を
い
う
の
で
は
な
-
'
聖
人
の
教

え
の
本
質
か
ら
そ
れ
た
も
の
を
指
す
｡
同
趣
旨
の
孝
吉
と
し
て
は
'
｢経

論
箆
撃
之
方
｣
(八
･
)32)
の

｢学
問
是
自
家
合
倣
底
O
不
知
筆
問
'
則
ヽ
ヽ

是
欠
闘
了
自
家
底
｡
知
筆

問

'
則
方
無
所
欠
関
｡
今
人
把
学
問
来
倣
外
面

ヽ
ヽ

添
庶
事
看
了
｣
や
'
｢訓
門
人
四
｣
(
二

六
･2
80
5)
の
'
｢看
外
面
有

甚
事
､
我
也
不
管
'
只
焦

一
心
在
書
上
'
方
謂
之

善

講
書
｣
な
ど
t
L
は

し
ぼ
見
出
さ
れ
る
O
ま
た
'
後
出
の
42
俵
も
参
照
の
こ
と
0

｢
捉
摸
｣
は
'
探
る
こ
と
を
い
う
口
語
｡
｢
凡
人
便
是
生
知
之
賓
'
也

ヽ
ヽ

須
下
田
撃
'
勉
行
底
工
夫
､
方
得
､
蓋
道
理
緩
密
'
去
郡
裏
捉
摸
｡
若
不

下
工
夫
､
如
何
合
了
得
｡｣
(｢経
論
篤
学
之
方
｣
八
･
)35
)

｢把
散
｣
は
､
｢～
と
し
て
見
な
す
'
取
-
扱
う
｣
の
意
｡
｢把
作
｣
と

作
る
も
の
も
同
じ
｡

｢把
～
作
～
｣
と
い
う
か
た
ち
に
分
析
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
'
『
語
類
』
に
は
両
者
が
併
存
す
る
｡
例
え
ば
､
｢
人
多
作
吾
聖

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

人
道
徳
｡
太
史
公
智
識
卑
下
'
便
把
這
虚
作
非
細
君
'
便
把
作
大
学
中
庸

看
了
｣
(｢老
氏

老
荘
列
子
｣

二
一五
･
2992)
は
'
両
者
が
同
時
に
あ

ら
わ
れ
る
例
で
あ
る
｡

本
保
か
ら
32
候
ま
で
は
'
重
鮎
的
に

｢
虚
心
｣
の
数
用
を
説
-
｡

25

聖
賢
言
語
､
普
虚
心
看
､
不
可
先
自
立
説
去
接
蛙
､
便
咽
斜
了
｡

不
講
書
者
､
固
不
足
論
､
講
書
者
､
病
又
如
此
｡
淳
｡

聖
賢

の
こ
と
ば
は
､
心
を
虚
し
-
し
て
読
む
こ
と
｡
先
に
自
分
の

説
を
立
て
て
そ
れ
に
し
が
み
つ
い
て
は
い
け
な
い
｡
そ
れ
で
は
ゆ
が

ん
で
し
ま
う
｡
書
物
を
讃
ま
な
い
者
は
､
も
と
よ
-
お
話
に
な
ら
な

い
が
､
書
物
を
読
む
者
に
も
､
こ
の
よ
う
な
鉄
鮎
が
あ
る
｡
陳
淳

(注
)

｢擢

(=
捗
)
桂
｣
は
'
本
来

｢突
っ
張
る
'
支
え
る
｣
の
意
で

あ
る
が
'

こ
こ
で
は

｢
固
執
す
る
'
こ
だ
わ
る
｣
意
と
な
る
O
｢舜
弼
馬

ヽ
ヽ

琴
'
自
来
不
切
己
鰻
謡
､
却
只
是
尋
得
三
両
字
来
控
柱
へ
亦
只
説
得
簡
皮

穀
子
｡｣
(｢訓
門
人
五
｣

二

七
･
28
)0
)
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｢咽
斜
｣
は
､
｢
歪
斜
｣
に
同
じ
-
'
ゆ
が
む
意
｡
｢如
破
斧
詩
'
任
地

諌
也
不
錯
'
只
是
不
好
｡
説
得

一
角
不
落
正
隆
葉
､
咽
斜
了
｡｣

(｢訓
門

人
五
｣

l
一
七

･
282
))

本
候
と
同
じ
言

は
､

『
朱

子
読
書
法
』
巻
二
｢
虚
心
滴
泳
｣
に
見
え
る
0

26

凡
看
書
､
須
虚
心
看
､
不
要
先
立
説
｡
看

丁
段
有
下
落
了
､
然

後
又
看

l
段
.
須
如
人
受
詞
訟
､
聴
其
説
轟
､
然
後
方
可
決
断
.
泳
｡

お
よ
そ
書
物
を
講
む
と
き
に
は
､
心
を
虚
し
-
す
る
こ
と
｡
先
に

説
を
立
て
て
は
い
け
な
い
｡

一
段
を
謹
ん
で
納
得
し
て
か
ら
'
次

の

一
段
に
進
む
の
だ
｡
例
え
ば
訴
訟
を
受
け
る
と
き
に
'
言
い
分
を
す

っ
か
り
言
わ
せ
て
か
ら
､
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の

だ
｡
湯
泳

(荏
)

｢
下
落
｣
は
'
上
篇
第
64
候

･
76
僕
'
ま
た
下
篇
8
候
に
既
出
の

｢着
落
｣
に
同
じ
-
'

｢
落
ち
つ
-
と
こ
ろ
｣
の
意
O
特
に
下
篇
8
僕

ヽ
ヽ

の

｢逐
句
逐
字
各
有
着
落
'
方
始
好
商
量
｣
と
'
『朱
子
讃
書
法
』
三
｢循

序
漸
進
｣
に

｢答
宋
容
之
書
｣
を
引
い
て
の

｢
先
葵
虚
心
平
気
'
熟
議
精

ヽ
ヽ

思
'
令

一
字

1
語
皆
有
下
落
'
諸
家
注
解

二

貫
通
'
然
後
可
以
較
其
是

非
'
以
求
聖
賢
立
言
之
本
意
｣
と
を
比
較
す
れ
ば
'
そ
の
同
義
性
は
明
ら

か
で
あ
る
｡

27

着
前
人
文
字
､
末
得
其
意
､
便
容
易
立
課
､
殊
害
事
.
蓋
既
不

朱
子
語
叛
読
書
法
篇
諸
住

田

(興
勝
･
木
津
･
斉
藤
)

得
正
理
､
又
柾
費
心
力
｡
不
若
虚
心
静
看
､
郎
滴
養

･
究
索
之
功
､

一
撃
而
両
得
之
也
｡
時
拳
｡

先
人
の
書
物
を
読
む
と
き
､
そ
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
が
ま
だ

分
か
ら
な
い
う
ち
に
､
束
易
-
自
説
を
立
て
て
し
ま
う
の
は
､
極
め

て
よ
-
な
い
｡
正
し
い
理
も
分
か
ら
な
い
上
に
､
精
力
も
浪
費
し
て

し
ま
う
か
ら
だ
｡
心
を
虚
し
-
し
て
じ

っ
-
-
読
め
ば
､
｢
滴
泳
(咲

わ
う
)
｣
と

｢究
索

(追
求
す
る
)
｣
の
働
き
を

一
度
に
二
つ
な
が
ら

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
だ
｡
潜
時
畢

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

歌

(荏
)

｢
柾
費
｣
は
'
下
篇
第
15
保
に
既
出
｡

｢
滴
泳
｣
は
'
前
出
第
21
俵
に
既
出
｡
｢
滴
養
｣
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の

語
で
あ
る
｡

｢究
索
｣
は
'
道
理
を
追
求
す
る
こ
と
を
い
う
｡
｢書
用
休
日
去
譲
､

ヽ
ヽ

道
理
用
件
自
去
究
索
｣
(｢力
行
｣

一
三
･
223)
な
ど
.

朱
子
は
'
本
候
で
述
べ
る

｢
滴
泳
｣
(
｢
滴

養

｣
)

と

｢究
索
｣
(｢窮
究
｣

｢窮
理
｣
な
ど
)
を
'
議
書
の
上
で
不
可
欣
な
車
の
両
輪
と
考
え
て
い
た
｡

こ
の
よ
-
な
考
え
方
は
左
に
畢
げ
る
よ
う
に
'

『
語
類
』
で
は
主
に
亀
九

｢
論
知
行
｣
で
重
鮎
的
に
表
明
さ
れ
る
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

演
義
中
日
有
窮
理
工
夫
'
窮
其
所
義
之
理
｡
窮
理
中
日
有
滴
義
工
夫
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

義
其
所
窮
乏
理
'
両
項
部
不
相
理
｡
(｢論
知
行
｣
九

･
)49)

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

揮
之
問
へ
且
滴
義
去
'
久
之
自
明
0
日
'
亦
須
窮
理
｡
病
毒
･
窮
索
～
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1
筋

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

二
者
不
可
康

一
'
如
車
両
輪
'
如
鳥
両
翼
｡
(｢論
知
行
｣
九
二

∽○)

ヽ
ヽ

こ
の

｢
滴
養
｣
は
'

｢種
子
謂
'
滴
義
須
用
敬
'
進
撃
則
在
致
知
｣
と

あ
る
よ
う
に
'
密
接
に
結
び
つ
-
概
念
で
あ
る

｢
敬
｣
で
表
現
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

学
者
工
夫
'
唯
在
居
敬
'
窮
理
二
幸
o
此
二
幸
互
相
費
｡
-
･･･嘗
加

入
之
両
足
'
左
足
行
'
則
右
足
止
､
右
足
行
'
則
左
足
止
｡
(｢論
知

行
｣
九
二

∽○
)

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

主
敬

･
窮
理
経
二
端
'
英
資

一
本
｡
(｢論
知
行
｣
九
二

∽○)

後
出
44
候
に
は
'

｢
滴
泳
｣
を

｢
玩
索
｣
と
言
い
換
え
て
は
い
る
が
'

や
は
り
同

趣
旨
の
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
'
参
照
さ
れ
た
い
｡

本
懐
と
同
じ
言
は
'
『朱
子
読
書
法
』
巻
二
｢虚
心
滴
泳
｣
に
見
え
る
0

28

大
抵
義
理
､
須
是
且
虚
心
随
他
本
文
正
意
看
｡
必
大
｡

お
よ
そ
義
理
は
､
ま
ず
は
心
を
虚
し
-
し
て
本
文
の
趣
意
に
沿

っ

て
讃
む
こ
と
だ
｡
典
必
大

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

鉄

(注
)

『
朱
子
讃
書
法
』
巻
四

｢
虚
心
滴
泳
｣
に
同
じ
言
が
記
録
さ
れ
る
.

(記
録
者
)

呉
必
大

字
は
伯
豊
｡
興
園
軍
の
人
｡
『
師
事
年
致
』
二
〇

一
｡
同

『績
』
三
〇
二
｡

29

議
書
避
難
虞
､
且
須
虚
心
捜
討
意
思
｡
有
時
有
思
揮
庶
事
､
却

去
無
思
量
虞
得
｡
敬
仲
｡

講
書
し
て
難
し
い
と
こ
ろ
に
出
-
わ
せ
ば
､
し
ば
ら
-
は
心
を
虚

し
-
し
て
そ
の
意
味
を
探
る
こ
と
｡
始
終
思
索
し
て
い
れ
ば
､
思
い

も
よ
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
わ
か
る
も
の
だ
｡
済
敬
仲

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

木
保
の
後
に
約

1
行
の
空
白
が
あ
-
'
次
保
の

｢将
来
～
虚
心
観
之
｣
が
同

一
候
に
記
さ
れ
る
｡

(注
)

｢時
有
思
緯
｣
は
'
程
伊
川
の

｢時
復
思
緯
'
決
沿
於
中
'
則
説

臭
｣
と
い
う

『
論
語
』
撃
而
篇

｢撃
而
時
習
之
､
亦
不
説
乎
｣
に
封
す
る

注
語
に
よ
る
｡
こ
の
語
は
'
朱
子
の
『
論
語
章
句
』
や

｢
論
語
二

撃
而

篇
上
｣
(
二
〇

･
448-
)
に
も
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
｡
ま
た
上
篇
5
候
の

注
を
参
照
ざ
れ
た
い
｡

本
俵
と
同
じ
言
は
'
『
朱
子
読
書
法
』
巻
二
｢
虚
心
滴
泳
｣
に
見
え
る
.

30

問
､
如
先
生
所
言
､
推
求
経
義
､
将
来
到
底
遠
別
有
見
虞
否
0

日
､
若
説
如
揮
氏
之
言
有
他
心
通
'
則
無
也
｡
但
只
見
待
合
如
此
爾
｡

再
問
'
所
説

｢
尋
求
義
理
､
偽
須
虚
心
観
之
｣
､
不
知
如
何
是
虚
心
0

日
､
須
退

一
歩
思
量
｡
次
日
､
又
問
返

一
歩
思
量
之
旨
0
日
'
従
来

不
曾
如
此
倣
工
夫
､
後
亦
是
難
読
｡
今
人
親
書
､
先
自
立
了
意
後
方

観
､
轟
率
古
人
語
言
入
倣
自
家
意
思
中
乗
｡
如
此
､
只
是
推
鹿
得
自

家
意
思
､
如
何
見
得
古
人
意
思
｡
須
得
退
歩
者
､
不
要
自
作
意
思
､

只
虚
此
心
牌
古
人
語
言
放
前
面
､
看
他
意
思
例
数
向
何
虞
去
｡
如
此
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玩
心
､
方
可
得
古
人
意
､
有
長
進
虞
｡
且
如
孟
子
説
詩
､
要

｢以
意

逝
志
､
是
馬
得
之
｣
｡
適
者
､
等
待
之
謂
也
｡
如
前
途
等
待

l
人
､

未
来
時
且
須
耐
心
等
待
､
将
来
自
有
来
時
候
｡
他
未
来
､
其
心
急
切
'

又
要
進
前
尋
求
､
却
不
是

｢
以
意
逆
志
｣
､
是
以
意
捉
志
也
｡
如
此
'

只
是
牽
率
古
人
言
語
､
大
政
自
家
意
中
来
'
絡
無
進
益
｡
大
雅
｡

問
､
｢先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
経
義
を
推
し
求
め
て
い
-
と
､

い
ず
れ
他
に
見
え
て
-
る
も
の
が
有
る
の
で
し
ょ
-
か
｣
｡
答
､
｢も

し
も
悌
教
で
い
-

『
他
心
通
』
が
有
る
か
と
い
-
の
な
ら
'
そ
れ
は

な

い
｡

た
だ
見
え
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
だ
｣
｡

さ
ら
に
問

う

て

､

｢『
義
理
を
追
求
す
る
に
も
､
虚
心
に
考
え
な
-
て
は
な
ら
な

い
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
､
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
虚
心

な
の
で
す
か
｣
と
い
う
と
､

｢
一
歩
下
が
っ
て
考
え
る
こ
と
だ
｣
と

答
え
ら
れ
た
o
次
の
日
､
ま
た

1
歩
下
が
っ
て
考
え
る
こ
と
の
意
味

を
問
う
た
と
こ
ろ
､

｢今
ま
で
そ
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
こ
と
が
な

い
の
な
ら
､
今
さ
ら
説
明
は
し
に
-
い
ね
｡
い
ま
の
人
は
書
物
を
読

む
の
に
'
ま
ず
思
惑
を
立
て
て
か
ら
読
む
の
で
'
古
人
の
こ
と
ば
を

み
な
自
分
の
考
え
の
中
に
引
き
込
も
-
と
す
る
｡
そ
れ
で
は
､
自
分

の
考
え
を
推
し
鹿
げ
る
ば
か
-
で
'
ど
う
し
て
古
人
の
考
え
が
理
解

朱
子
語
頬
譲
書
法
篇
評
注
.局

(興
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

で
き
よ
う
｡

一
歩
下
が
る
べ
き
だ
､
と
い
う
の
は
､
自
分
勝
手
に
考

え
を
で
っ
ち
あ
げ
る
の
で
は
な
-
､
た
だ
心
と
い
う
も
の
を
虚
し
-

し
て
､
古
人
の
こ
と
ば
を
前
に
置
き
､
そ
の
考
え
が
ど
こ
に
ひ
た
す

ら
向
か
お
う
と
す
る
の
か
を
見
る
の
だ
.
こ
の
よ
う
に

1
心
に
考
え

て
こ
そ
､
古
人
の
心
が
わ
か
-
､
大
き
-
進
歩
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
｡

例
え
ば
'
孟
子
は
'

『詩
』
を
説
-
の
に

｢意
を
も
っ
て
志

む
か

を

遭

う

0
走
れ
､
之
を
得
た
-
と
為
す
｣
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
｡
逆
は
待
つ
と
言
う
こ
と
だ
｡
誰
か
を
待
っ
て
､
ま
だ
来
な
い

う
ち
は
､
我
慢
し
て
待

っ
て
い
れ
ば
､
い
ず
れ
や
っ
て
-
る
も
の
だ
｡

ま
だ
来
な
い
う
ち
に
､
心
が
焦

っ
て
､
自
分
か
ら
探
し
に
行
こ
-
と

す
る
な
ら
'
そ
れ
は

｢意
を
も
っ
て
志
を
逆
｣
え
る
の
で
は
な
-
､

｢意
を
も
っ
て
志
を
捉
え
｣
て
い
る
の
だ
｡
こ
れ
で
は
､
古
人
の
こ

と
ば
を
引

っ
ぼ
っ
て
き
て
自
分
の
考
え
に
は
め
込
も
-
と
す
る
だ
け

で
､
結
局
何
に
も
な
ら
な
い
｡
余
大
雅

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

後
亦
是
1
後
亦
自

朝
鮮
古
寓
本

｢問
'
如
先
生
所
言
'
推
求
経
義
｣
｢
不
知
｣
｢次
日
｣

敏

後
亦
是
-
後
亦
自

牽
率
-
二
行
住
の
よ
う
な
鮭
裁
で
書
か
れ
る
｡

ま
た
'
｢将
来
～
虚
心
敏
之
｣
は
前
29
候
と
同
一
儀
に
記
さ
れ
'
｢如
何
是

虚
心
｣
以
下
が
猪
立
し
た
1
候
と
し
て
記
録
さ
れ
る
o
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7
刑

(注
)

｢他
心
通
｣
は
六
紳
通
の
1
つ
で
､
衆
生
の
心
中
を
洞
察
す
る
殖

通
力
を
指
す
｡
他
心
智
と
も
い
う
｡
『
無
量
詩
経
』
上

(大
正
戒

二
一-

ヽ
ヽ
ヽ

二
六
八
a
)
に
'
｢
設
我
得
悌
'
闘
中
人
天
'
不
得
見
他
心
智
'
下
至
不

知
百
千
億
郡
由
他
諸
俳
闘
中
衆
生
心
念
老
'
不
取
正
餐
｣
と
見
え
る
O

｢轟
率
｣
の

｢率
｣
は
'
末
尾
に
見
え
る

｢
牽
率
｣
と
同
じ
く

｢引
っ

張
る
｣
の
意
｡
｢轟
｣
は
強
め
の
副
詞
O

｢
殺
向
｣
は
'
介
詞
の

｢向
｣
に
程
度
の
激
し
い
こ
と
を
表
わ
す
副
詞

｢
殺
｣
が
つ
い
た
も
の
｡
こ
こ
で
は

｢
ひ
た
す
ら
向
か
う
｣
と
詳
し
た
｡

｢
玩
心
｣
は
'
心
を
一
つ
所
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
が
'
早
-
は

『
漢
書
』
厳
助
侍
に

｢
玩
心
神
明
'
乗
執
聖
道
｣
と
用
例
が
見
え
る
｡

｢
以
意
道
志
'
是
為
得
之
｣
は
'
『
孟
子
』
寓
章
篇
上

｢
故
説
詩
者
'

不
以
文
書
鮮
'
不
以
群
書
志
｡
以
意
道
志
'
是
為
得
之
｣
か
ら
の
引
用
O

こ
の

『
孟
子
』
の
語
を
'
朱
子
は
讃
書
法
を
諭
す
際
に
し
ば
し
ば
持
ち
出

す
｡
幾
つ
か
例
を
奉
げ
て
お
-
a

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

以
意
道
志
'
此
句
最
好
｡
遊
走
前
去
追
迎
之
之
意
'
蓋
是
拷
自
家
意

思
去
前
面
等
侯
詩
人
之
志
来
｡
又
日
'
謂
如
等
人
束
相
似
｡
今
日
等

不
束
'
明
日
又
等
､
須
是
等
得
爽
'
方
自
然
相
合
｡
不
似
而
今
人
'

便
婿
意
去
捉
志
也
O
(｢孟
子
八

寓
車
上
｣
五
八
･
)359)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

黄
仁
叔
問
'
以
意
逆
志
｡
目
'
此
是
数
人
講
書
之
法
｡
自

家

虚
心
在

這
裏
､
看
他
書
道
埋
如
何
来
'
自
家
便
迎
接
婿
来
O
而
今
人
議
書
'

都
是
去
捉
他
'
不
是
逆
志
｡
(同
上
)

31

某
嘗
見
入
云
､
大
凡
心
不
公
庶
人
､
講
書
不
得
｡
今
若
衆
､
是

如
比
.
如
解
説
聖
経
､

一
向
都
不
有
自
家
身
己
､
全
然
虚
心
､
只
把

他
道
理
自
看
其
是
非
｡
悠
地
看
文
字
､
猶
更
自
有
牽
於
奮
習
､
失
鮎

検
虞
.
全
然
把

l
己
私
意
去
看
聖
賢
之
書
､
如
何
看
得
出
O
賀
孫
o

わ
た
し
は
か
つ
て
あ
る
人
が
こ
う
言
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
｡

｢
お
よ
そ
心
が
公
で
な
い
人
は
､
書
物
を
讃
ん
で
も
わ
か
ら
な
い
｣

と
｡
今
考
え
て
も
､
そ
の
通
-
だ
｡
聖
人
の
書
を
解
揮
す
る
に
は
t

と
に
か
-
自
分
自
身
を
持
た
ず
に
､
心
を
す
べ
て
虚
し
-
し
て
､
聖

人
の
道
理
を
そ
の
是
非
の
通
-
に
見
る
こ
と
だ
｡
こ
の
よ
う
に
文
章

を
読
ん
で
い
て
も
､
や
は
-
育
-
か
ら
の
や
-
方
に
お
の
ず
と
引
き

ず
ら
れ
て
､
確
か
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
見
逃
し
て
し
ま
-
｡
完
全
に

一
私
意
で
聖
賢
の
書
物
を
讃
ん
で
い
て
､
ど
う
し
て
理
解
で
き
よ
-

か
｡
菓
賀
孫

(校
勘
)

朝
鮮
古
東
本

鉄

(注
)

コ

向
｣
は
'
｢
一
味
｣
に
同
じ
-
'
｢
ひ
た
す
ら
｣
の
意
｡

｢
黙
検
｣
は
上
篇
第
96
候
に
既
出
O

｢奮
習
｣
は
'
古
-
か
ら
な
ず
ん
だ
や
-
方
を
言
う
｡
｢人
若
要
洗
刷

ヽ
ヽ

奮
習
都
浄
了
'
却
去
理
合
此
道
理
老
'
無
是
理
｡
只
是
政
放
心
'
把
持
在

這
襲
'
便
須
有
箇
異
心
登
見
'
従
此
便
去
窮
理
｣
(｢持
守
｣

〓
l
･
202)

の
よ
う
な
用
例
が
見
え
る
｡
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32

或
問
､
看
文
字
馬
衆
課
韮
乱
'
如
何
｡
日
､
且
要
虚
心
､
逐

l

説
看
去
｡
看
得

l
説
､
却
又
看

1
説
｡
看
来
着
去
､
是
非
長
短
､
皆

自
分
明
｡
讐
如
人
欲
知

一
箇
人
是
好
人
､
是
悪
人
､
且
随
他
去
看
｡

随
乗
降
去
､
見
他
言
語
動
作
､
便
自
知
他
好
悪
｡
又
日
､
只
要
虚
心
｡

又
云
､
濯
去
巷
間
'
以
来
新
見
｡

あ
る
人
が
尋
ね
た
､

｢文
章
を
讃
ん
で
い
て
､

諸
説
に
惑
わ
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
｡
｣
答
え
て
お
っ
し
ゃ
る
に
は
､

｢
ま
ず
心
を
虚
し
-
し
て
､

一
つ
の
説
ご
と
に
読
ん
で
い
-
の
だ
｡

1
つ
わ
か
れ
ば
次
の

T
つ
を
譲
む
.
何
度
も
繰
-
返
し
諌
ん
で
い
け

ば
､
是
非
や
優
劣
が
す
べ
て
自
然
と
は
っ
き
-
し
て
-
る
｡
例
え
ば

あ
る
人
が
よ
い
人
な
の
か
悪
い
人
な
の
か
を
知
-
た
け
れ
ば
､
ま
ず

彼
に
つ
き
従

っ
て
観
察
す
る
の
だ
｡
ず

っ
と
つ
き
従

っ
て
彼
の
言
動

を
見
て
お
れ
ば
､

お
の
ず
と
い
い
人
か
雇
い
人
か
は
わ
か
っ
て
-

る
｡
｣
ま
た
い
わ
れ
た
､
｢
と
に
か
-
心
を
虚
し
-
す
る
の
だ
｣
と
｡

ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
､

｢古
い
知
識
を
洗
い
流
し
､
新
た
な
理
解
を

得
る
よ
う
に
せ
よ
｡
｣
(記
録
者
名
を
訣
-
)

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

敏

(荏
)

｢
濯
去
啓
開
'
以
来
新
見
｣
は
'
張
載
の
｢義
理
有
疑
'
則
濯
去

朱
子
語
額
読
書
法
篇
謬
注
E
[
(興
膳
･
木
津
｡
斎
藤
)

奮
見
'
以
来
新
意
｣
(『経
学
理
窟
』
寧
大
原
下
､
ま
た
『
近
思
錬
』
格
物

窮
理
な
ど
)
に
も
と
づ
い
た
言
O
讃
書
法
下
の
第
73
候

(
二

･
)86)

に
も
'
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
議
書
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
-
中
で

'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

｢横
渠
云
'
濯
去
善
見
'
以
来
新
意
｡
此
説
甚
常
｡
若
不
濯
去
奮
見
'
何

虚
得
新
意
来
｣
と
述
べ
る
｡

｢寧
三

論
知
行
｣
(九
二
∽∽)
等
に
も
こ

の
こ
と
ば
が
引
か
れ
る
｡

33

親
書
､
菅
平
心
以
観
之
｡
大
抵
看
書
不
可
穿
整
､
着
後
分
明
虞
､

不
可
専
従
臆
僻
虞
去
o
聖
賢
之
言
､
多
是
興
人
説
話
.
若
是
噴
崎
､

却
教
常
時
人
如
何
暁
｡
節
｡

書
物
を
護
む
に
は
､
心
静
か
に
讃
む
こ
と
｡
な
べ
て
書
物
を
謹
む

と
き
に
は
､
あ
れ
こ
れ
ほ
じ
く
っ
て
は
い
け
な
い
｡
は
っ
き
-
し
た

と
こ
ろ
か
ら
謹
む
べ
き
で
､
わ
か
-
に
-
い
と
こ
ろ
か
ら
探

っ
て
行

っ
て
は
い
け
な
い
｡
聖
賢
の
こ
と
ば
は
､
た
い
て
い
人
に
語
-
か
け

た
も
の
だ
｡
も
し
や
や
こ
し
け
れ
ば
'
潜
時
の
人
に
ど
う
し
て
わ
か

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
甘
節

(荏
)

｢平
心
｣
は
'
心
を
辞
め
る
こ
と
を
い
う
｡
講
書
法
上
52
候
に
既

出
｡｢暁

崎
｣
は
'
-
ね
く
ね
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
讐
聾
の
語
｡

｢暁
蹄
｣
｢原
瑛
｣
｢環
奇
｣
｢原
敬
｣
な
ど
に
作
る
の
も
同
じ
o
読
書
汰

下
の
98
候

(
二

･
)88)
に
'
｢謹
書
只
就
l
直
道
理
看
'
剖
析
自
分
暁
'
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文
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第
五
十
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EE

不
必
去
偏
曲
産
着
｡
易
有
箇
陰
陽
'
詩
有
箇
邪
正
'
書
有
箇
治
乱
'
皆
是

ヽ
ヽ

1
直
路
蓮
'
可
見
別
無
暁
崎
｣
と
あ
る
も
の
や
､
｢訓
門
人
三
｣
(
二

五

･
2778
)
に
'
朱
子
に
入
門
し
た
ば
か
-
の
徐
寓
に
､
学
問
の
進
め
方
を

ヽ
ヽ

簡

潔

に
説
-
場
面
で
の
､
｢此
事
本
無
塵
崎
'
只
讃
聖
賢
書
'
精
心
細
求
'

酋
自
得
之
｣
な
ど
の
例
が
畢
げ
ら
れ
る
｡

本
候
以
降
で
は
'
心
を
静
め
､
ゆ
っ
た
-
と
し
た
精
神
状
態
で
講
書
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
集
中
的
に
論
ず
る
｡

34

親
書
､
須
静
著
心
､
覚
書
意
思
､
沈
潜
反
覆
､
賂
久
白
骨
暁
得

去
｡
儒
用
｡

書
物
を
読
む
に
は
､
ま
ず
心
を
平
静
に
保
ち
､
気
持
ち
を
ゆ

っ
た

-
と
さ
せ
､
深
-
味
わ
い
反
窮
す
れ
ば
､
そ
の
う
ち
に
､
お
の
ず
か

ら
わ
か
っ
て
い
く
｡
李
借
用

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

講
書
法
上
所
収

(荏
)

｢沈
潜
｣
は
'
上
篇
64
候
に
既
出
｡
ま
た
'
上
篇
11
保
に
見
え
る

｢深
沈
｣
も
'
同
趣
旨
で
用
い
ら
れ
る
語
の
一
つ
で
あ
る
｡

｢
反
覆
｣
は
'
上
篇
34
候
に
既
出
｡
同
債
で
は
'
｢
反
覆
玩
味
｣
と
い

う
形
で
用
い
ら
れ
る
が
'
本
保
は
､
｢
反
覆
｣
の
二
字
で
も

｢
反
鶴
し
味

わ
う
｣
意
味
で
用
い
得
る
こ
と
が
わ
か
る
好
例
で
あ
る
｡

｢辞
書
心
'
寛
著
意
思
｣
の

｢薯
｣
は
'
現
代
語
の
持
績
態
に
通
ず
る

用
法
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
'
宋
元
代
に
顕
著
に
草
展
し
た
用
法
で
'
こ
こ

で
の
例
は
そ
れ
を
反
映
す
る
｡

事
に
､
本
懐
と
同
じ
言
か

『朱
子
読
書
法
』
巻
二
｢
虚
心
嘩
株
｣
に
見

･･･JLJJ
I

(記
録
者
)

李
儒
用

字
は
仲
乗
'
練
漠
と
競
す
る
O
『
師
事
年
致
』

1

六
八
に
よ
る
｡

35

放
寛
心
､
以
他
説
看
他
説
｡
以
物
観
物
､
無
以
己
観
物
｡
道
夫
｡

心
を
ゆ

っ
た
-
と
保
ち
､
そ
の
人
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
そ
の
人
の

こ
と
ば
を
讃
む
の
だ
｡
物
に
よ
っ
て
物
を
見
る
の
で
あ

っ
て
､
己
れ

に
よ
っ
て
物
を
見
る
の
で
は
な
い
｡
楊
道
夫

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

議
書
法
上
所
収

一

(荏
)

｢放
寛
心
｣
は
'
上
篇

30候
に

｢政
党
着
心
｣
の
形
で
既
出
｡

甜丁⊥

36

以
書
誓

､
以
物
観
物
､
不
可
先
立
己
見
｡

l

書
物
に
よ
っ
て
書
物
を
謹
み
､
物
に
よ
っ
て
物
を
見
る
の
で
あ

っ

て
､
先
に
己
れ
の
考
え
を
立
て
て
は
い
け
な
い
｡
(記
録
者
名
を
鉄
-
)

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

鉄

37

講
書
､
須
要
切
己
鮭
験
､
不
可
只
作
文
字
看
､
又
不
可
助
長
｡

方
｡書

を
読
む
に
は
､
自
分
に
引
き

つ
け
て
鮭
得
す
べ
き
で
あ

っ
て
､

革
に
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
見
る
の
で
は
い
け
な
い
し
､
勝
手
に
手



を
加
え
て
も
い
け
な
い
O
橡
万

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

講
書
法
上
所
収

(荏
)

｢鰹
扱
｣
は
'
身
を
も
っ
て
理
解
す
る
こ
と
o
上
篇
第
35
候
の
注

を
参
照
の
こ
と
｡

｢助
長
｣
は
'
現
代
中
国
語
で
は
良
い
こ
と
の
護
展
を
助
け
る
意
に
も

用
い
ら
れ
る
が
､
本
懐
は
'
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
の
'
苗
を
引
っ
張
っ
て

早
-
成
長
さ
せ
よ
う
と
し
て
結
局
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
米
人
の
寓
話
で
の

用
法
と
同
じ
-
'
浅
は
か
な
人
馬
の
手
を
加
え
る
意
味
で
用
い
て
い
る
O

(記
轟
音
)

楊
方

字
子
直
｡
長
汀
麻
の
人
｡
『師
事
年
数
績
』
三
〇
六
｡

38

学
者
常
以
聖
賢
之
言
反
求
諸
身
､

1
1
鮭
察
｡
須
是
暁
然
無
疑
､

積
日
欧
久
､
昔
日
有
見
｡
但
恐
用
意
不
精
､
或
喜
多
務
廉
､
或
得
少

薦
足
､
則
無
由
明
耳
o
租
道
｡

学
ぶ
者
は
､
聖
賢
の
こ
と
ば
を
わ
が
身
の
こ
と
と
し
て
ふ
-
か
え

り
'

一
つ
1
つ
鮭
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
.
は
っ
き
-
と
疑
い
の
な
い

状
態
で
､
日
か
ず
を
重
ね
れ
ば
､
必
ず
見
え
て
-
る
も
の
が
あ
る
｡

し
か
し
､
心
づ
か
い
が
難
で
あ

っ
た
-
､
多
-
巌
-
と
欲
張

っ
た
-
～

ち
ょ
っ
と
わ
か
っ
た
だ
け
で
瀬
足
し
て
し
ま
う
よ
う
で
は
､
理
解
で

き
る
わ
け
が
な
い
｡
骨
組
道

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

講
書
法
上
所
収

(荏
)

｢
反
求
諸
身
｣
は
'

『
孟
子
』
公
孫
丑
上
や
同
離
婁
上
の
｢
反
求

朱
子
語
数
読
書
法
篇
諸
法
的

(興
膳
･
木
津
･
蘭
藤
)

諸
己
｣
､
『
中
庸
』
第
十
四
章

｢
射
者
似
乎
君
子
'
失
語
正
鵠
､
反
求
語
其

身
｣
に
よ
る
語
で
､
｢切
己
｣
の
言
い
替
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
｡

つ
ま

-
'
｢
反
求
諸
身
､

〓

鰻
察
｣
は
､
こ
れ
ま
で
も
繰
-
返
し
述
べ
ら
れ
'

朱
子
の
書
斎
に
拾
け
ら
れ
た
標
語
の
一
つ
で
あ
る

｢切
己
膿
察
｣
の
こ
と

と
理
解
で
き
る
｡

ま
た
'
関
連
す
る
内
容
の
例
と
し
て
'
『
朱
子
讃
書
法
』
四

｢
虚
心
滴

泳
｣
の
候
を
畢
げ
て
お
-
｡
｢取
孟
子

･
子
思
之
言
う
虚
心
平
看
'
且
勿

逓
増
他
説
'
只
以
訓
話
字
義
'
随
句
略
解
'
然
後
反
求
諸
身
'
以
験
其
本

鰹
之
賓
薦
如
何
'
則
其
是
非
可
以
立
制
O｣

39

議
書
'
不
可
只
専
就
紙
上
求
理
義
､

須
反
来
就
自
家
身
上
以
手

目
指
｡

推
究
｡
秦
漠
以
後
無
人
説
到
此
､
亦
只
是

一
向
去
書
冊
上
求
､

不
就
自
家
身
上
理
合
｡
自
家
見
未
到
､
聖
人
先
説
在
都
裏
｡
自
家
只

借
他
言
語
来
就
身
上
推
究
､
始
得
｡
淳
｡

書
物
を
読
む
の
に
'
紙
の
上
だ
け
で
義
理
を
求
め
る
の
で
は
い
け

な
い
｡

必
ず

こ
の
身
で
も

っ
て
-

と
い
っ
て
自
分
を
指
さ
す
-

追

求
せ

ね
ば
な
ら
な
い
｡
秦
漢
以
後
､
誰
も
そ
れ
に
言
及
し
な
か
っ
た

し
､
ひ
た
す
ら
書
物
の
上
に
義
理
を
求
め
る
ば
か
-
で
､
自
分
の
身

に
引
き

つ
け
て
取
-
組
ん
で
は
こ
な
か
っ
た
｡
自
分
の
わ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
を
､
聖
賢
が
先
に
そ
こ
で
言

っ
て
い
る
の
で
あ
-
､
そ
の

こ
と
ば
を
借
り
て
わ
が
身
に
引
き
つ
け
追
求
し
て
こ
そ
よ
い
｡
陳
淳
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中
閤
文
畢
報

第
五
十

丁
珊

(校
勘
)

朝
鮮
青
馬
本

議
書
法
上
所
収

姶
得
1
如
得

(注
)

｢推
究
｣
は
'
推
し
は
か
-
き
わ
め
る
の
意
O
『
語
琴
』
で
は
'

ヽ
ヽ

畢
尭
古
人
推
究
事
物
へ
似
亦
不
甚
子
細
.
(｢理
気
下

天
地
下
｣
二

･
20
)

ヽ
ヽ

今

人
皆

無
此
等
虚
数
可
以
講
習
'
只
集
先
聖
適
経
自
去
推
究
'
所
以

要
人
格
物
主
敬
'
便
播
此
心
去
鮭
合
古
人
道
理
'
循
而
行
之
｡
(｢大

学
二

経
下
｣
l
五
･
287)

な
ど
の
用
例
が
見
ら
れ
る
｡

本
候
で
は
'

｢以
手
自
指
｣
と
い
う
語
で
朱
子
の
動
作
を
説
明
す
る
'

い
わ
ば
-
書
き
の
よ
う
な
役
割
の
細
注
が
見
え
る
｡

『語
類
』
に
付
さ
れ

る
細
注
に
は
'
異
本
を
示
す
も
の
'
内
容
の
概
要
を
示
す
も
の
'
関
連
す

る
他
者
の
記
錦
を
賓
料
と
し
て
付
す
も
の
が
そ
の
大
牢
で
あ
る
が
'
ま
れ

に
本
懐
の
よ
-
な
例
も
見
え
る
｡

本
懐
と
同
じ
言
が

『朱
子
譲
書
法
』
巻
二
｢虚
心
滴
泳
｣
に
見
え
る
｡

40

今
人
講
書
､
多
不
就
切
己
上
鰻
察
､
但
於
紙
上
看
'
文
義
上
説

得
去
便
了
O

如
此
'
済
得
甚
事
.

｢何
必
読
書
､
然
後
雷
撃
｣
子
日
､

｢是
故
悪
夫
倭
者
｣
O

古
人
亦
須
講
書
始
得
｡

但
古
人
講
書
'
婿
以

求
道
｡
不
然
､
讃
作
何
用
｡
今
人
不
去
這
上
埋
骨
道
理
､
皆
以
渉
猟

該
博
為
能
､
所
以
有
道
学
俗
学
之
別
O
困
提
案
上
薬
嚢
起
､
日
､
如

合
薬
､
便
要
治
病
､
終
不
成
合
在
此
看
｡
如
此
､
於
病
何
補
｡
文
字

浩
潮
､
難
看
､
亦
難
記
｡
拷
己
暁
得
底
鰻
在
身
上
'
却
是
自
家
易
暁

易
倣
庶
事
｡
解
経
己
是
不
得
己
､
若
只
就
注
解
上
説
､
播
衆
何
済
｡

如
蓋
邦
人

一
般
､
葺
底
却
識
那
人
｡
別
人
不
歳
､
須
困
這
蓋
去
求
那

人
､
始
得
｡
今
便
以
蓋
喚
倣
邦
人
､
不
得
｡
寓
｡

近
頃
の
人
は
書
物
を
謹
ん
で
も
､
た
い
て
い
は
己
れ
に
引
き
つ
け

て
鰹
得
し
よ
う
と
せ
ず
､
文
字
面
で
謹
み
､
文
意
が
通
ず
れ
ば
そ
れ

で
よ
し
と
し
て
し
ま
う
｡
こ
ん
な
こ
と
で
何
に
な
ろ
う
｡

｢
ど
う
し

て
書
物
を
謹
む
こ
と
だ
け
が
学
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
-

か
｣
と
い
う
問
い
に
孔
子
は
､

｢だ
か
ら
口
の
う
ま
い
者
を
恰
む
の

だ
｣
と
言
わ
れ
た
｡
古
人
も
ま
た
講
書
し
て
こ
そ
よ
か
っ
た
の
だ
｡

し
か
し
古
人
の
講
書
は
道
を
求
め
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
｡
で
な
け

れ
ば
､
議
書
し
て
何
に
な
ろ
う
｡
今
の
人
は
､
そ
ん
な
風
に
道
理
に

敬
-
組
も
う
と
せ
ず
'
何
で
も
あ
れ
こ
れ
と
虞
-
知
る
の
が
良
い
と

考
え
て
い
る
｡
道
学
と
俗
学
と
の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
｡
そ
こ
で
机

の
上
の
薬
袋
を
取
-
上
げ
て
い
わ
れ
る
に
は
､

｢
た
と
え
ば
薬
を
調

合
す
る
の
は
病
を
治
す
た
め
で
'
ま
さ
か
調
合
し
て
そ
の
ま
ま
見
て

い
ろ
､
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
O
そ
れ
で
は
､
病
気
に
は
何
の

き
き
め
も
な
い
｡
文
章
は
膨
大
に
存
在
し
'
読
む
の
も
大
襲
な
ら
魔
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え
る
の
も
大
愛
だ
｡
す
で
に
わ
か

っ
た
こ
と
か
ら
身
に
つ
け
て
い
け

ば
､
自
分
で
も
分
か
-
や
す

い
L
や
-
や
す
-
な
る
｡
経
典
を
解
揮

す
る
こ
と
自
腹
､
す
で
に
や
む
を
得
な
い
こ
と
な
の
に
､
も
し
も
注

帯
に
つ
い
て
の
み
説
-
の
な
ら
､

l
鮭
何
に
な
ろ
う
｡
た
と
え
ば
､

似
顔
櫓
を
括
-
よ
う
な
も
の
で
'
描

い
た
人
は
相
手
を
知

っ
て
い
て

も
､
他
人
は
知
ら
な
い
か
ら
､
そ
の
袷
を
手
が
か
-
に
そ
の
人
を
捜

し
に
行
-
よ
う
で
あ

っ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
の
だ
｡
そ
の
給
を
本
人

f
J
見
な
す
の
で
は
い
け
な
い
｡
｣
徐
寓

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

講
書
法
上
所
収

｢
是
故
悪
夫
使
者
｣
以
下
で

葉
が
改
ま
-
そ
の
ま
ま
別
儀
に
連
練
し
て
い
る
が
'
影
印
本
作
製
の
際
の

乱
丁
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
｡

(荏
)

｢
是
政
悪
夫
使
者
｣
と
い
う
孔
子
の
語
は
､

『
論
語
』
先
進
篇
の

｢
子
路
日
'
有
民
人
蔦
'
有
祉
頓
蔦
'
何
必
読
書
'
然
後
篤
学
｡
子
日
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

是
故
悪
夫
使
者
｣
に
よ
る
｡

｢
該
博
｣
は
物
知
-
で
あ
る
こ
と
を
い
う
が
'
こ
の
よ
う
に
'
物
知
-

で
あ
る
こ
と
を
重
税
し
な
い
朱
子
の
態
度
は
'
随
所
で
表
明
さ
れ
る
｡

1

例
を
畢
げ
る
と
'
｢中
庸
二

第
十
八
章
｣
(六
三
二
∽
∽∽
)
で
'
左
侍
の

薩
に
関
す
る
記
述
に
間
違
い
が
多
い
と
述
べ
た
後

の
､
｢
某
嘗
言
左
氏
不

ヽ
ヽ

是
儒
者
'
只
是
箇
暁
事
該
博
'
合
散
文
章
之
人
｡
若
公
穀
二
子
却
是
箇
不

暁
事
底
儒
者
'
故
其
説
道
理
及
薩
制
虞
不
甚
差
､
下
得
語
危
地
鄭
重
｣
と

朱
子
語
叛
読
書
法
篇
謂
注

E
[
(輿
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

い
う
N
T言
が
'

｢暁
事
該
博
｣
へ
の
朱
子
の
許
贋
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
を
よ
-
物
語
っ
て
い
る
｡

｢終
不
成
｣
は
'
ま
さ
か
～
で
は
あ
る
ま
い
と
い
う
意
の

｢
不
成
｣
の

前
に
強
め
の
副
詞

｢終
｣
が
加
わ
っ
た
も
の
｡
｢
大
学

一

経
上
｣
(
1
四

ヽ
ヽ
ヽ

･
279
)
に

｢知
止
'
如
人
之
射
'
必
欲
中
的
'
終
不
成
要
射
倣
東
去
'

又
要
射
倣
西
去
｣
と
い
-
用
例
が
見
え
る
｡
｢
不
成
｣
に
関
し
て
は
'
講

書
法
上
第
4
保
の
注
を
参
照
｡

｢讃
書
法
下
｣
の
州
債
以
降
に
は
'
注
解
に
つ
い
て
の
尊
論
が
見
え
る

ヽ
ヽ

が
'
そ
こ
で

｢解
経
｣
は
'
｢読
書
法
下
｣
(
二

･
893)
に

｢解
経
謂

之
解
者
'
只
要
解
樺
出
来
｡
賂
聖
賢
之
語
解
開
了
､
庶
易
讃
｣
と
あ
る
よ

う
に
'
経
を
理
解
す
る
助
け
に
過
ぎ
な
い
､
と
ぎ
れ
る
｡
そ
し
て
本
保
と

同
様
'
文
義
か
ら
離
れ
注
解
の
方
を
第

1
義
と
す
る
見
方
を
朱
子
は
批
判

す
る
｡
例
え
ば
'
｢経
之
有
解
'
所
以
通
経
｡
経
既
通
'
自
無
事
於
解
'

借
経
以
通
乎
理
耳
｡
理
得
'
則
無
侯
乎
経
｣
(｢譲
書
法
下
｣
)92俵

･
)0
9
)

や

｢講
書
'
須
徒
文
義
上
尋
､
次
則
看
注
解
｡
今
人
却
於
文
義
外
尋
索
｣

(｢譲
書
法
下
｣
)93候

･
)15
)
な
ど
｡

｢喚
倣
～
｣

は
'
-
と
呼
び
な
す
意
｡
｢
性
理
二

性
情
心
意
等
名
義
｣

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

(五

･
82
)
の

｢
性
即
理
也
｡
在
心
喚
敵
性
'
在
事
喚
倣
理
｣
と
い
う
例

が
わ
か
-
や
す
い
｡

本
懐
で
は

｢
俗
学
｣
と

｢
道
学
｣
が
封
比
的
に
述
べ
ら
れ
る
｡
｢
俗
筆
｣

が
任
官
の
た
め
の
受
扱
勉
強
な
ど
世
俗
の
学
問
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
の

に
射
し
て
'
｢
道
学
｣
は
道
理
を
追
究
す
る
員
の
学
問
を
指
し
'
｢聖
人
之

撃
｣
と
し
て
や
は
-
｢
俗
学
｣
と
封
立
さ
せ
る
箇
所
も
見
え
る
｡
例
え
ば
､
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中
囲
文
畢
報

第
五
十

7
放

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

｢聖
人
之
寧
興
俗
学
不
同
'
亦
只
苧
這
些
子
o
聖
賢
数
人
講
書
'
只
要
知

ヽ
ヽ

所
以
為
寧
之
道
.
俗
筆
講
書
'
便
只
是
講
書
'
更
不
理
合
篤
学
之
道
是
如

何
｣
(｢論
語
二

撃
而
篇
上
｣
二
〇

･
447)
な
ど
.

ま
た
'
本
候
の
よ
う
に
頭
書
を
薬
に
愉
え
る
例
は

『語
類
』
に
は
頻
繁

に
見
ら
れ
'
既
出
の
も
の
で
は
'
上
簾
6
候
や
23
儀
に
も
見
え
る
｡

41

或
問
講
書
工
夫
｡
日
､
這
事
如
今
似
難
説
｡
如
世
上

一
等
人
説

道
不
須
就
書
冊
上
理
合
､
此
固
是
不
得
｡
然

一
向
只
就
書
冊
上
埋
骨
､

不
骨
髄
認
着
自
家
身
己
､
也
不
済
事
｡
如
説
仁
義
薩
智
､
曾
認
得
自

家
如
何
是
仁
､
自
家
如
何
是
義
､
如
何
是
薩
､
如
何
是
智
須
走
者
身

己
鰹
認
得
｡

如
讃

｢寧
而
時
習
之
｣
､

自
家
曾
如
何
撃
､
自
家
曾
如

何
習
｡
『
不
亦
説
乎
』
､
曾
見
得
如
何
是
説
｡
須
危
地
詔
､
始
得
｡
若

只
逐
段
解
過
去
､
解
得
了
便
休
､
也
不
済
事
｡
如
世
上

一
等
説
話
､

謂
不
治
得
講
書
､
不
満
理
合
､
別
白
石
箇
覚
虚
'
有
箇
悟
虞
､
這
箇

是
不
得
｡
若
只
任
地
講
書
､
只
悠
地
理
合
､
又
何
益
｡
賀
孫
｡

あ
る
人
が
講
書
の
努
力
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
､

い
わ
れ
た
｡

｢
こ

の
こ
と
は
､
今
の
時
世
で
は
ど
う
も
説
明
し
に
-
い
ね
｡
世
間
の
あ

る
人
た
ち
の
よ
-
に
､
書
物
の
上
で
取
-
組
ま
な
-
て
も
よ
い
､
な

ど
と
い
う
向
き
も
あ
る
が
､
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
あ
や
ま
-
だ
｡
と
い

っ
て
ひ
た
す
ら
書
物
の
上
で
取
-
組
む
ぼ
か
-
で
､
自
分
に
結
び
つ

け
て
鰻
得
し
よ
う
と
し
な
い
の
で
は
､
や
は
-
何
に
も
な
ら
な
い
｡

仁
義
薩
智
を
語
る
に
も
､
自
分
は
い
か
に
し
て
仁
た
る
か
､

い
か
に

し
て
義
た
る
か
､
い
か
に
し
て
薩
た
る
か
､
い
か
に
し
て
智
た
る
か

を
､

す
べ
て
わ
が
身
に
引
き
つ
け
て
鮭
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

『
学

ん
で
時
に
之
を
習
う
』
の
僕
を
讃
む
に
は
､
自
分
は
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
に
学
び
､

ど
の
よ
う
に
習
っ
て
き
た
の
か
､
『
亦
た
説
ば
し
か

ら
ず
や
』
で
は
､
ど
の
よ
う
に

『
説
び
』
を
経
験
し
て
き
た
か
､
と

い
っ
た
ふ
う
に
考
え
て
こ
そ
よ
い
｡
た
だ
段
を
逐

っ
て
解
揮
し
て
い

っ
て
'
わ
か
っ
た
ら
そ
れ
で
お
し
ま
い
と
い
う
の
で
は
､
何
に
も
な

ら
な
い
｡
世
間
に
は
､
講
書
す
る
必
要
な
ど
な
い
し
､
取
-
組
む
必

要
も
な
い
､
は
た
と
束
づ
き
悟
る
と
こ
ろ
は
他
に
あ
る
も
ん
だ
､
と

い
う
考
え
方
が
あ
る
が
､
そ
れ
で
は
だ
め
だ
｡
そ
ん
な
風
に
講
書
し

て
､
そ
ん
な
風
に
取
-
組
ん
で
い
っ
て
も
､

一
腹
何
に
な
る
と
い
-

の
か
｡
｣
葉
賀
孫

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

講
書
法
上
所
収

有
箇
貴
慮
'
有
箇
悟
虞
-
有

4-
覚
虞
'
有
(～
悟
虞

這
箇
1
這
固

明
刊
本

覚
虞
1
覚
悟
虞

(注
)

｢
不
治
｣
は
'
｢
不
用
｣

に
同
じ
-
I
-
す
る
必
要
は
な
い
の
意
o
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F
別
自
有
箇
覚
庭
'
有
箇
恰
庭
'
這
箇
是
不
得
｣
は
'
先
の
第
紬
候
で

見
え
た
､
｢
若
説
如
樺
氏
之
言
有
他
心
通
'
則
無
也
｣
と
同
じ
-
'
謹
書

を
せ
ず
に
悟
-
は
別
に
あ
る
の
だ
t
と
考
え
る
あ
-
方
を
否
定
す
る
｡
な

お
'

こ
の

｢
別
自
有
～
｣
と
い
う
句
法
は
､
｢
別
有
～
｣
を
強
め
た
言
い

方
で
'
意
味
の
主
鮭
は

｢
別
｣
に
あ
る
｡

『
語
額
』
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る

｢
本
臼
～
｣
｢
猪
自
～
｣
と
同
様
の
用
法
と
考
え
て
よ
い
｡

な
お
'
こ
こ
で
引
か
れ
る

『
論
語
』
寧
而
篇
冒
頭
の
語
に
つ
い
て
の
専

論
は
巻
二
〇

｢
論
語
二
｣
に
見
え
る
｡

42

学
須
倣
自
家
底
看
､
便
見
切
己
｡
今
人
講
書
､
只
要
科
挙
用
､

己
及
第
､
則
島
難
文
用
､
其
高
著
､
則
馬
古
文
用
､
皆
倣
外
面
看
｡

淳
｡学

問
は
､
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
こ
そ
切
資
な
も
の
と
な
る
｡

い
ま
の
人
が
講
書
す
る
の
は
'
ひ
た
す
ら
科
挙

の
た
め
だ
し
､
及
第

し
た
と
な
る
と
雅
文
を
作
る
の
に
用

い
､

い
い
と
こ
ろ
が
古
文
を
作

る
た
め
で
は
､
ど
れ
も
よ
そ
見
ば
か
-
と
い
-
こ
と
だ
｡
陳
淳

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

講
書
法
上
所
収

明
刊
本

古
文
1
古
人

(荏
)

｢
倣
外
面
看
｣
は
､

よ
そ
事
と
し
て
見
な
す
と
い
う
意
味
｡
｢
外

面
｣
に
つ
い
て
は
'
前
出
24
候
の
注
を
参
照
｡

及
第
し
た
後
の

｢
雑
文
｣
と
は
'
公
的
事
務
文
な
ど
を
指
す
と
思
わ
れ

朱
子
語
賛
意
書
法
篇
講
注

細

(興
膳
･
木
枠
･
斎
藤
)

る
O
具
隆
的
に
は
i
『
朱
子
講
書
法
』
ニ

｢
虚
心
滴
泳
｣
に

｢
言
秤
拳
時

文
之
弊
'
後
生
権
把
書
起
衆
議
､
使
先
要
討
新
奇
意
思
'
準
擬
作
時
文
用
､

下
稽
弄
得
熟
了
o
到
散
官
'
或
立
朝
'
維
於
朝
廷
大
典
鰻
'
也
只
胡
乱
捻

合
出
来
用
'
不
知
被
理
合
得
底
'

一
拶
則
百
薙
砕
臭
｣
と
あ
る
よ
う
に
'

官
に
つ
い
た
後
で
作
成
す
る
儀
式
の
際
の
公
式
文
書
な
ど
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
｡
な
お
､
『朱
子
読
書
法
』
の
こ
の
記
述
は
'
上
篇
97
保
に
該
常
す

る
が
'
そ
こ
で
は

｢
纏
討
得
新
奇
､
便
準
擬
作
時
文
便
'
下
梢
弄
得
熟
'

只
是
這
箇
搭
乗
便
｡
維
是
朝
廷
甚
密
大
典
腔
'
也
胡
乱
信
手
捻
合
出
来
使
'

不
知

一
撞
百
砕
｣
と
な
っ
て
い
る
｡

43

講
書
之
法
､
有
大
本
大
原
虞
､
有
大
綱
大
日
虞
､
又
有
逐
事
上

埋
骨
虞
'
又
英
次
別
解
樺
文
義
O
矩
o

講
書
の
方
法
と
し
て
は
､
ま
ず
大
本
大
原
の
と
こ
ろ
が
あ
-
､
大

綱
大
目
の
と
こ
ろ
が
あ
-
､
さ
ら
に
こ
と
が
ら
ご
と
に
取
-
組
ひ
と

こ
ろ
が
あ

っ
て
'
さ
て
そ
れ
か
ら
文
義
を
解
揮
す
る
の
だ
｡
典
雅

(注
)

｢
大
本
大
原
｣
は
'

お
お
も
と
｡
｢
大
本
原
｣
｢
大
根
本
｣
｢
大
原

本
｣
な
ど
も
､
す
べ
て
同
じ
o
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
な
'
講
書
は
大

き
い
と
こ
ろ
か
ら
小
さ
い
と
こ
ろ
へ
段
階
的
に
攻
め
る
も
の
t
と
い
う
考

え
は
'

た
と
え
ば
､
｢
経
論
篤
学
之
方
｣
(八
･
13
1-
)
の

｢
撃
須
先
理

合
那
大
底
｡
理
合
待
大
底
了
､
将
来
那
裏
面
中
底
自
然
通
透
O
今
人
却
是

埋
骨
那
大
底
不
得
'
只
去
捜
尋
裏
面
中
小
節
目
｣
な
ど
'
随
所
に
記
錬
さ

ヽ
ヽ

れ
る
｡

｢
総
論
昂
撃
之
方
｣
(八
･
144
)
の

｢
大
本
不
立
'
小
規
不
正
｣
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ヽ
ヽ
ヽ

や
'
｢
論
治
道
｣
(
l
〇
八
･
2
6

78)
の
'
｢天
下
事
有
大
根
本
'
有
小
板

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

本
｡
正
君
心
是
大
本
｣'
ま

た

｢天
下
事
自
有
箇
大
根
本
虞
'
毎
事
又
各

自
有
箇
緊
要
虞
｣
(同
上
)'
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
｡

｢
大
綱
大
目
｣
は
'
大
命
題
'
大
綱
目
｡
｢総
論
篤
学
之
方
｣
に
､
｢或

ヽ
ヽ

問
'
盛
挙
如
何
倣
工
夫
｡
日
'
不
遇
是
切
己
'
便
的
常
｡
此
事
自
有
大
綱
'

亦
有
節
目
｡
常
存
大
綱
在
我
'
至
於
節
目
之
間
'
無
非
此
理
｡
鮭
認
省
察
'

1
竃
不
可
放
過
｡
理
明
学
童
'
件
件
是
自
家
物
事
'
然
亦
須
各
有
倫
序
｣

(八
･
140
)
と
あ
る
.
こ
こ
か
ら
も
判
る
と
お
-
'
｢綱
目
｣
は
'
講
書

法
上

第
13
候
に
も
見
え
た

｢節
目
｣
と
い
う
概
念
の
上
位
に
あ
た
る
｡
次

も
そ
の
一
例
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

｢
一
代
帝
紀
'
更
逐
件
大
事
立
簡
綱
目
'
其
間
節
目
疏
之
於
下
'
恐
可

記
得
O｣
(｢讃
書
法
下
｣

二

･
)96)

(記
録
者
)

典
雅

字
は
和
中
｡
建
寧
府
建
陽
麻
の
人
｡
『師
事
年
致
績
』

二
こ
し
..

44

玩
索
､
窮
究
､
不
可

l
贋
.
升
卿
o

深
-
味
わ
う
こ
と
､
と
こ
と
ん
窮
め
る
こ
と
は
､
ど
ち
ら
も
お
ろ

そ
か
に
で
き
な
い
｡
黄
升
卿

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

窮
究
1
考
究

(注
)

前
出
27
保
と
同
じ
-
'
義
理
と
本
源
を
融
合
ざ
せ
深
-
合
得
す
る

た
め
の
｢
玩
索
｣
｢
滴
泳
｣
と
'
道
理
を
追
究
す
る

｢窮
究
｣
｢究
索
｣
が

講
書
の
上
で
の
両
輪
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
｡

45

或
問
講
書
未
知
統
要
｡
日
､
統
要
如
何
便
合
知
得
｡
近
来
学
者
､

有

一
種
則
舎
去
筋
子
､
却
欲
於

一
言
牛
句
上
便
要
見
遣
理
､
又
有

一

種
､
則

一
向
汎
濫
不
知
締
着
虞
､
此
皆
非
知
学
者
｡
須
要
熟
看
熟
思
､

久
久
之
問
､
自
然
見
箇
道
理
四
停
八
営
､
而
所
謂
統
要
着
日
在
英
中

央
｡
履
孫
｡

あ
る
人
が
講
書
し
て
も
要
諦
が
わ
か
ら
な
い
､
と
尋
ね
た
｡
そ
れ

に
答
え
て
い
わ
れ
る
に
は
､

｢要
諦
な
ん
て
お
い
そ
れ
と
わ
か
る
わ

け
が
な
い
｡
近
頃
の
畢
生
に
は
､
書
物
を
捨
て
去

っ
て
､
片
言
隻
句

の
中
に
道
理
を
見

つ
け
た
が
る
者
が
い
る
か
と
思
え
ば
､
手
普
た
-

次
第
に
読
み
散
ら
し
て
､
方
向
を
見
失

っ
て
し
ま
う
者
が
あ
る
が
､

ど
ち
ら
も
学
問
を
知

っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
｡
じ
つ
-
-
讃
ん
で

深
-
思
い
を
め
ぐ
ら
し
さ
え
す
れ
ば
､
い
ず
れ
そ
の
う
ち
に
､
自
然

に
道
理
が
ス
ト
ン
と
肺
に
落
ち
る
と
い
う
も
の
で
､
い
わ
ゆ
る
要
諦

も
自
ず
と
そ
の
中
に
あ
る
｣
｡
薄
履
孫

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

敏

朝
鮮
刊
本

締
着
-
蹄
著

四
停
1
四
亭

(注
)

｢
統
要
｣
は
他
に
用
例
を
見
出
し
難
い
語
で
あ
る
が
'
要
諦
の
意

味
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡

二

言
半
句
｣
は

｢片
言
隻
句
｣
の
こ
と
｡
｢
周
宰
才
質
甚
敏
'
只
有
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些
粗
疏
'
不
首
去
細
密
庭
求
､
訣
此
便
可
見
O

載
之
簡
牌
'
縦
説
得
甚
分

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

明
､
郡
似
常
面
議
論
'
二
言
牛
句
'
便
有
通
達

虞
｡
所
謂

『
共
君
1
夜
話
'

勝
講
十
年
害
』
｡
若
説
到
透
徹
虞
'
何
止
十
年
之
功
也
｣
(｢訓
門
人
五
｣

二

七
･
280
9
)
と
い
う
用
例
が
見
え
る
｡

｢
汎
濫
｣
は
'
手
首
た
-
次
第
に
鹿
-
漢
-
書
物
を
あ
き
る
こ
と
o
上

篇
62
候
に
既
出
｡

｢節
着
｣
は
'
文
字
ど
お
-
｢落
ち
つ
き
先
'
締
着
鮎
｣
を
言
-
｡
｢性

ヽ
ヽ

只
是
理
｡
気
質
之
性
'
亦
只
是
這
裏
出
｡
若
不
従
這
案
出
'
有
甚
締
着
｡｣

(｢性
理
一

人
物
之
性
気
質
之
性
｣
四
･
67
)

｢
四
停
入
営
｣
の

｢停
常
｣
と
い
う
語
は
'
｢
滞
然
在
中
'
恐
是
喜
怒

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

哀
楽
未
蒙
､
此
心
至
虚
'
都
無
偏
俺
'
停
停
皆
普
'
恰
在
中
問
｣
(｢中
庸

7

第

一
章
｣
六
二
･
)
510
)
な
ど
か
ら
わ
か
る
と
お
-
'
安
常
で
あ
る

こ
と
を
い
う

一
種
の
蟹
聾
語
で
'
そ
れ
が

｢
四
～
八
～
｣
に
挟
ま
れ
る
こ

と
に
よ
-
､
す
べ
て
が
安
富
な
と
こ
ろ
に
落
ち
つ
-

と
い
う
意
味
と
な

る
0

46

凡
看
文
字
､
春
着
細
密
虞
､
而
遺
却
緩
急
之
間
者
､
固
不
可
｡

春
着
緩
急
之
間
､
而
遺
却
細
密
者
､
亦
不
可
o
今
日
之
看
､
所
以
馬

他
日
之
用
O
須
思
量
所
以
看
者
何
馬
｡
非
只
是
空
就
言
語
上
理
倉
得

多
而
己
也
｡
響
如
拭
束
子
､
只
拭
中
心
､
亦
不
可
､
但
拭
四
弦
､
亦

不
可
.
須
是
切
己
用
功
､
使
賂
来
自
得
之
於
心
､
則
硯
言
語
誠
如
糟

粕
.
然
今
不
可
便
税
馬
糟
粕
也
､
但
皆
目
期
向
到
彼
田
地
爾
0
万
子
｡

朱
子
語
粗
諌
茜
法
篇
謬
江
田

(興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

凡
そ
文
章
を
読
む
と
き
､
綿
密
な
と
こ
ろ
ば
か
-
を
謹
ん
で
､
緩

急
の
間
に
在
る
と
こ
ろ
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
い
け
な

い
が
､
逆
に
緩
急
の
間
に
在
る
と
こ
ろ
ば
か
-
を
謹
ん
で
､
細
密
な

と
こ
ろ
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
の
も
ま
た
よ
ろ
し
-
な
い
｡
今
講
書
す

る
の
は
､
い
つ
か
そ
れ
を
役
立
て
る
た
め
で
あ
る
｡
読
む
の
は
何
の

た
め
か
を
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ

っ
て
'
た
だ
こ
と
ば
の
上
で
取
-

組
む
だ
け
で
は
い
け
な
い
｡
机
を
拭
-
時
に
､
虞
ん
中
を
拭
-
だ
け

で
は
い
け
な
い
し
､

へ
-
を
拭
-
だ
け
で
も
ま
た
い
け
な
い
よ
う
な

も
の
だ
｡
と
も
か
く
お
の
れ
に
引
き

つ
け
て
努
力
し
､
そ
れ
を
自
ら

の
心
に
合
得
さ
せ
て
し
ま
え
ば
､
こ
と
ば
は
ま
っ
た
-
し
ぼ
-
粕
同

然
に
見
え
て
-
る
も
の
だ
｡
し
か
し
､
今
の
段
階
で
こ
と
ば
を
す
ぐ

さ
ま
し
ぼ
-
粕
と
見
て
は
い
け
な
い
｡
た
だ
そ
の
境
地
に
到
る
の
を

期
す
べ
き
だ
｡
李
方
子

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

束
子
1
申
子

朝
鮮
古
寓
本

議
書
法
上
所
収

綿
密
虞
1
細
密
著

明
刊
本

緩
急
之
間
者
1
緩
急
之
間

固
不
可
1
不
固
不
可

(注
)

｢細
密
｣
は
'
前
候
45
候
の

｢
三
革

句
｣
の
例
と
し
て
畢
げ
た

｢訓
門
人
五
｣
(
二

七

･
280
9)
に
も
見
え
る
よ

う
に
'
｢
粗
疏
｣
に
封
ヽ
ヽ

立
す
る
概
念
O
ま
た
'
｢総
論

為
撃
之
方
｣
(八
･
)44
)
で
は
'
｢愈
細
密
'
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放

ヽ
ヽ

愈
慶
大
｣
や

｢
開
聞
中
又
着
細
密
'
寛
緩
中
又
着
謹
厳
｣
と
い
っ
た
言
が

記
録
さ
れ
る
｡

｢
緩
急
之
間
｣
は
'
本
保
で
は

｢
細
密
｣
の
封
立
語
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
が
'

｢
讃
書
法
下
｣
(
二

･
)92
)
に
は
同
じ
李
方
子
の
記
錦
に

よ
っ
て
'
｢
看
注
解
時
､
不
可
遺
了
緊
要
字
｡
蓋
解
中
有
極
散
緩
着
'
有

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

緩
急
之
間
者
'
有
極
緊
要
者
｡
某
下

一
字
時
'
直
是
構
軽
等
重
'
方
敢
霧

出
｣
と
い
-
例
が
あ
-
'
そ
こ
で
は

｢
散
綬
｣
と

｢
緊
要
｣
の
中
間
的
な

も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
｡
本
俵
で
は
そ
の
よ
う
な
三
項
対
立
の
用
法
を

重
視
し
'
｢
緩
急
之
間
｣
を
'

一
見
し
て
重
要
で
も
散
漫
で
も
な
い
'
媛

味
な
中
間
的
な
部
分
を
指
す
も
の
と
考
え
た
｡

｢
四
弦
｣
は
'
中
心
に
封
し
て
緑

･
周
遊
を
意
味
す
る
｡
｢糟
粕
｣
は
'

ヽ
ヽ

『
庄
子
』
天
道
簾
の
､
｢
然
則
君
之
所
読
者
'
古
人
之
糟
柏
己
臭
｣
の

意
を
踏
ま
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が
'
講
書
自
鰻
を
し
ぼ
-
柏
と
見
な
す
道

家
的
な
考
え
方
と
は
異
な
-
､
朱
子
は
ま
ず
道
理
を
講
書
に
よ
-
吸
放
せ

ね
ば
し
ぼ
-
粕
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
｡

｢
田
地
｣
は
'
場
所
'
境
地
の
意
｡

『
朱
子
読
書
法
』

一
｢
熟
講
精
思
｣
に
は
'
次
の
よ
-
に
見
え
る
｡

｢
看
文
字
へ
春
着
細
密
'
而
退
却
緩
急
之
間
'
固
不
可
｡
尊
者
緩
急
之
間
'

而
遼
却
細
密
'
亦
不
可
｡
須
是
切
己
用
工
'
将
来
自
得
之
於
心
'
則
配
言

語
誠
如
糟
粕
失
.
然
今
不
可
便
配
馬
糟
粕
也
O
但
昔
日
期
向
到
彼
田
地

耳
｡
｣
ま
た
'

こ
れ
に
つ
づ
-
次
の
候
は
､
そ
の
ま
ま

｢
東
予
｣
の
比
晩

に
相
嘗
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
｡
｢
看
文
字
'
専
看
四
速
而
退
却
緊
要

塵
｡
固
不
可
｡
春
着
緊
要
而
退
却
四
連
'
亦
不
可
｡｣

47

学
者
有
所
聞
､
須
便
行
､
始
得
｡
若
得

一
書
､
須
便
講
便
思
便

行
､
豊
可
又
安
排
停
待
而
後
下
手
o
且
如
得

一
片
紙
'
便
乗

一
片
紙

上
道
理
行
之
'
可
也
｡
履
孫
｡

学
ぶ
者
は
､
遺
を
聞

い
て
悟
れ
ば
'
す
ぐ
に
蜜
段
に
移
す
よ
う
で

あ

っ
て
こ
そ
よ
い
｡
書
物

一
部
を
得
れ
ば
､
す
ぐ
に
読

み
､
す
ぐ
に

考
え
､
す
ぐ
に
寛
政
す
べ
き
で
､
あ
れ
こ
れ
段
取
-
を
整
え
時
機
を

待

っ
て
そ
れ
か
ら
着
手
す
る
の
で
は
い
か
ん
｡
た
と
え

一
枚

の
紙
で

も
､
そ
の

T
枚
の
紙
に
書
か
れ
た
道
理
を
す
ぐ
に
資
践
す
る
の
が
よ

い
の
だ
｡
藩
履
孫

(佼
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

便
乗

1
片
紙
1
便
求

一
片
紙

朝
鮮
吉
富
本

講
書
法
上
所
収

便
乗

1
片
紙
1
便
求

1
片
紙

(荏
)

｢
所
聞
｣
の
目
的
語
は
､
『
論
語
』
里
仁
篇

の

｢
朝
間
道
'
夕
死

ヽ

ヽ

町
臭
｣
'

ま
た
'
同
じ
-
先
進
簾
の

｢
碑
石
問
'
間
期
行
諸
｡
子
日
'
聞

斯
行
之
｣
を
参
照
し
'
特
に
後
者
に
つ
い
て
は

｢
聞
｣
と

｢
行
｣
が
緊
密

に
結
び
つ
-
こ
と
を
述
べ
る
鮎
で
本
候
の
踏
ま
え
る
と
こ
ろ
と
考
え
､

｢
道
理
｣
と
判
断
し
た
｡

｢
安
排
｣
は
'
上
篇
第
48
候
の
注
を
参
照
の
こ
と
O

｢
下
手
｣
は
着
手
す
る
こ
と
Q
｢
停
待
｣
は

｢
等
待
｣
に
同
じ
0
時
拷

し
て
す
ぐ
に
と
-
か
か
ら
な
い
事
を
戒
め
る
例
と
し
て
は
'

｢
今
人
倣
工

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

夫
'
不
音
便
下
手
'
皆
是
要
等
待
｡
如
今
日
早
間
有
事
'
午
間
無
事
､
則
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ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

午
間
便
可
下
手
'
午
間
有
事
'
晩
間
便
可
下
手
'
却
須
要
待
明
日
｣
(｢経

論
為
撃
之
方
｣
八
･
435)
な
ど
が
あ
る
0

48

講
書
便
是
倣
事
｡
凡
倣
事
､
有
是
有
非
'
有
得
有
失
｡
善
盛
事

者
､
不
適
稀
量
其
軽
重
耳
｡
講
書
而
講
究
其
義
理
､
判
別
其
是
非
､

臨
事
即
此
理
｡
可
撃
｡

講
書
と
は
つ
ま
-
何
か
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
o
お
よ
そ
事
を
行

な
う
に
は
､
是
と
非
､
得
と
矢
が
あ
る
も
の
だ
｡
う
ま
-
事
に
虞
す

る
人
は
､
そ
の
事
の
軽
重
を
は
か
る
だ
け
な
の
だ
｡
書
物
を
讃
ん
で

義
理
を
究
め
､
そ
の
是
非
を
判
別
す
る
｡
事
に
臨
ん
で
は
こ
の
道
理

に
徹
す
る
べ
き
だ
｡
鄭
可
寧

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

講
書
法
上
所
収

凡
倣
事
-
凡
故
事

(荏
)

｢栴
量
軽
重
｣
は
'
比
べ
推
し
量
る
こ
と
｡
｢伊
川
以
擢
只
是
経
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

蓋
毎
日
事
事
物
物
上
稀
量
箇
軽
重
虞
置
'
此
健
也
'
榛
而
不
離
乎
経
也
｣

(｢論
語
十
九

子
牢
篇
下
｣
三
七
･
994)
な
ど
o
ま
た
'
前
出
46
儀
の

｢緩
急
之
間
｣
の
注
で
畢
げ
た

｢読
書
法
下
｣
(
二

･
)92)
の
例
に
あ

る

｢稗
軽
等
重
｣
も
同
じ
意
味
で
あ
る
｡

｢講
究
｣
は
'
上
篇
第
65
僕
に
既
出
｡

49

展
埋
骨
得
底
'
便
道
具
埋
骨
得
.
虞
埋
骨
不
得
底
､
便
道
具
埋

骨
不
得
｡
県
理
合
得
底
固
不
可
忘
､
虞
理
合
不
得
底
､
須
看
都
塵
有

朱
子
語
釈
諌
書
法
篇
讃
注
倒

(輿
膳
･
木
津
･
賓
藤
)

凝
o
須
記
那
緊
要
虚
'
常
勿
忘
o
所
謂

｢智
者
利
仁
｣
'
方
其
求
時
､

心
固
在
此
､
不
求
時
､
心
亦
在
此
｡
淳
o

ほ
ん
と
う
に
わ
か
っ
た
も
の
は
､
ほ
ん
と
う
に
わ
か
っ
た
と
い
う

が
よ
い
｡
ほ
ん
と
う
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
は
､
ほ
ん
と
う
に
わ

か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
が
よ
い
｡
ほ
ん
と
う
に
わ
か
っ
た
も
の
は
､

忘
れ
よ
う
が
な
い
｡
ほ
ん
と
う
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
も
､
ど
こ

に
障
害
が
あ
る
か
を
見
極
め
､
ど
こ
が
肝
心
な
の
か
を
し
っ
か
-
憶

え

て
､

常
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
-
て
ほ
な
ら
ん
｡

｢智
者
は
仁

むさば

を
利
る
｣
と
い
う
よ
う
に
､
求
め
て
い
る
時
は
､
心
は
そ
こ
に
あ
る

も
の
だ
が
､
求
め
て
い
な
い
時
に
も
､
心
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
せ

よ
｡
陳
淳

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

｢虞
理
合
得
底
固
不
可
忘
'
虞
理
合
不
得
底
｣

を
敏
-
｡

(荏
)

｢智
者
利
仁
｣
は
'
『
論
語
』
里
仁
簾
の

｢子
日
'
不
仁
者
不
可

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

以
久
虞
約
へ
不
可
以
長
楽
､
仁
者
安
仁
'
知
者
利
仁
｣
に
も
と
づ
-
o
集

注
は

｢利
'
猶
真
也
｣
と
注
す
る
｡

50

撃
得
此
事
了
､
不
可
自
以
馬
了
､
恐
怠
意
生
.
如
讃
得
此
書
､

須
終
身
記
之
｡
毒
昌
｡

学
ん
で
こ
の
事
を
合
得
し
た
と
し
て
も
､
自
分
で
そ
れ
で
よ
し
と

165
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思

っ
て
は
い
け
な
い
｡
そ
う
す
れ
ば
､
怠
け
心
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
｡

こ
の
書
物
を
謹
ん
で
理
解
で
き
た
な
ら
､
終
身
そ
れ
を
憶
え
て
お
-

べ
き
で
あ
る
｡
董
寿
昌

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

敏

51

講
書
推
類
反
求
､
固
不
害
馬
切
己
､
但
却
又
添
了

1
重
事
.
不

若
且
依
文
看
､
逐
虞
各
自
見
箇
道
理
｡
久
之
自
然
貫
通
､
不
須
如
此

費
力
也
｡

講
書
す
る
際
､
い
ち
い
ち
類
推
し
て
振
-
返
る
の
は
､
も
ち
ろ
ん

｢自
分
の
た
め
に
切
賓
な
も
の
｣
と
な
ら
な
い
で
は
な
い
が
､
飴
計

な
手
間
が
か
か
る
｡
ま
ず
は
文
章
に
沿

っ
て
読
み
な
が
ら
､
要
所
要

所
で
そ
れ
ぞ
れ
自
然
と
道
理
が
見
え
て
-
る
の
が
よ
い
｡
し
ば
ら
-

す
れ
ば
､
お
の
ず
と
す

っ
き
-
わ
か
る
の
だ
か
ら
､
い
ら
ぬ
努
力
を

費
や
す
必
要
は
な
い
｡
(記
録
者
名
を
敏
-
)

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

敏

ヽ
ヽ
ヽ

(荏
)

｢費
力
｣
は
努
力
を
費
や
す
こ
と
.
｢若
只
管
去
摸
索
'
賛
意
心

ヽ力
'
只
是
摸
索
不
見
｡
若
見
得
大
底
道
理
分
明
､
看
病
病
魔
'
也
自
合
壁

ヽ
ヽ

移
不
日
知
'
不
滑
得
費
力
.｣
(｢経
論
雷
撃
之
方
｣
八
･
)3
))

｢
1
重
事
｣
の
｢重
｣
は
量
詞
で

｢層
｣
に
同
じ
o

上
篇
第
80
保
の

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

｢須
是
今
日
去
了
1
重
､
又
見
得

一
重
'
明
日
又
去
了
1
重
'
又
見
得

一

重
｡
去
壷
皮
七
万
見
肉
､
去
壷
肉
'
方
見
骨
'
去
轟
骨
'
方
見
髄
'
使
粗

心
大
気
不
得
｣
が
参
考
に
な
る
｡

52

学
者
理
魯
文
義
､
只
是
要
先
埋
骨
難
底
､
遜
至
於
易
者
亦
不
能

暁
｡

撃
記
日

｢善
間
者
如
攻
堅
木
､
先
其
易
者
､
後
其
節
目
｣
｡

所

謂

｢攻
暇
､
則
堅
者
暇
｡

攻
堅
､
則
電
着
堅
｣
､

不
知
道
理
好
鹿
又

却
多
在
平
易
虚
.
瑳
O

学
ぶ
者
は
ー
文
義
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
に
'
も

っ
ぱ
ら
難
し

い
と
こ
ろ
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
､
易
し
い
と
こ
ろ
ま
で
わ

一

か
ら
な
-
な
る
｡
『
撃
記
』
に
は
､
｢問
い
上
手
は
,
堅
い
木
を
加
工

焔

す
る
よ
う
に
す
る
も
の
だ
｡
し
や
す
い
と
こ
ろ
を
先
に
し
､
節
目
の

】

も
ろ

と
こ
ろ
は
後
に
す
る
｣
と
あ
る
.
つ
ま
-
｢
畷

い

と
こ
ろ
を
創
れ
ば
､

堅
い
も
の
も
も
ろ
-
な
-
､
堅
い
と
こ
ろ
を
創
れ
ば
､
も
ろ
い
も
の

も
墜
-
な
る
｣
と
い
う
わ
け
だ
｡

(い
ま
の
学
ぶ
者
は
)
す
ぼ
ら
し
い

道
理
が
寛
は
し
ば
し
ば
文
義
の
易
し
い
と
こ
ろ
に
あ
る
､
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
｡
除
嘩

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

歌

(荏
)

『筆
記
』
の
引
用
は
､

｢善
間
者
如
政
堅
木
'
先
其
易
者
､
後
其

節
目
｣
(『鮭
記
』
筆
記
)
を
指
す
｡
｢鰻
四

小
戴
鰻
｣
(八
七
･
225)～



2)
に

｢
『善
間
者
如
攻
堅
木
'
先
其
易
者
』
'
而
後
其
難
｡
今
人
多
以
難

中
有
道
理
'
而
不
知
通
其
易
'
則
難
自
適
､
此
不
可
不
暁
｣
な
ど
､
『
筆

記
』
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
の
議
論
が
見
え
る
が
､
そ
の
ど
れ
も
が
道
理

を
講
究
す
る
際
の
心
構
え
に
関
連
づ
け
て
の
筆
舌
で
あ
る
｡

ま
た
'
｢
攻
畷
｣
以
下
は
'
『
管
子
』
制
分
篇

｢故
用
兵
者
､
-

‥
攻
堅

則
職
者
堅
､
東
電
則
堅
者
畷
｣
に
も
と
づ
-
｡

親
書
は
易
し
い
と
こ
ろ
か
ら
着
手
す
べ
き
こ
と
は
､

『
朱
子
読
書
法
』

1
｢循
序
漸
進
｣
で
も
し
き
-
に
説
か
れ
る
｡
｢今
人
読
書
'
且
徒
易
解

庭
去
讃
｡
如
大
学

･
中
庸

･
論

･
孟
四
書
'
道
理
粂
然
'
人
只
是
不
去
看
｡

若
理
合
得
此
四
書
'
何
番
不
可
讃
'
何
理
不
可
究
'
何
事
不
可
虚
也
｡｣

｢
看
文
字
'
且
妥
看
其
平
易
正
皆
虚
､
孔
子
数
人
､
句
句
是
卜
薫
頭
｡｣

｢看
文
字
'
且
先
着
明
白
易
暁
者
｡｣

53

只
看
自
家
底
｡
不
是
自
家
底
､
柾
了
思
量
O
責

と
も
か
-
自
分
の
こ
と
と
し
て
読
む
の
だ
｡
自
分
の
こ
と
で
な
け

れ
ば
､
思
案
が
む
だ
に
な

っ
て
し
ま
-
｡
呂
索

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

敏

(注
)

｢
柾
｣
は

｢無
駄
に
す
る
｣
の
意
｡
下
篇
15
候
及
び
27
候
を
参
照
｡

54

凡
講
書
､
且
須
徒

一
俵
正
路
直
去
｡
四
面
維
有
可
観
､
不
妨

l

看
､
然
非
是
緊
要
｡
方
子
｡

講
書
は
､
と
に
か
-

一
本
の
正
道
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
こ
と
だ
｡
周

朱
子
語
敷
読
書
法
篇
評
注
松

(興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

園
に
日
を
引
く
こ
と
が
あ

っ
て
も
､
ち

ょ
っ
と
眺
め
る
ぐ
ら
い
は
と

も
か
-
､
そ
れ
は
肝
心
な
こ
と
で
は
な
い
｡
李
方
子

(注
)

本
候
と
同
趣
旨
の
主
張
は
､

｢撃
七

力
行
｣
(
1
三
･
223)
に

も

｢筆
者
如
行
路

一
般
､
要
去
此
虞
'
只
直
去
此
虞
､
更
不
可
去
路
上
左

過
右
過
'
相
将

1
奔
到
不
得
｣
と
見
え
る
0

55

着
書
不
由
直
路
､
只
管
枝
蔓
､
便
於
本
意
不
親
切
｡
淳
｡

書
物
を
読
む
の
に
正
道
に
よ
ら
ず
､
枝
葉
の
こ
と
ば
か
-
に
か
か

ず
ら
わ

っ
て
い
れ
ば
､
本
筋
が
し
っ
-
-
こ
な
-
な

っ
て
し
ま
う
｡

陳
淳(荏

)

こ
の
侯
は
『朱
子
讃
書
法
』
四
｢虚
心
油
泳
｣
に
も
見
え
る
O
｢枝

蔓
｣
は
'
本
質
以
外
の
鯨
計
な
枝
葉
の
部
分
を
い
-
｡
上
篇
49
僕
の

｢生

枝
節
｣
に
つ
い
て
の
注
に
畢
げ
た

｢枝
蔓
｣
の
用
例
は
､
本
俵
の
内
容
に

も
関
連
す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
O

167

65

看
文
字
不
可
相
妨
､
須
各
自
逐

一
著
地
頭
看
他
指
意
｡
若
牽
窒

著
､
則
件
件
相
東
夷
｡
端
豪
｡

文
章
を
譲
む
の
に
は
､
他
に
引

っ
張
ら
れ
て
は
い
け
な
い
｡
必
ず

一
つ
づ

つ
着
貴
に
そ
の
内
容
を
読
ん
で
い
-
の
だ
｡
引
き
ず
ら
れ
て

し
ま
え
ば
､

1
つ
一
つ
が
理
解
の
妨
げ
と
な
る
｡
程
端
蒙
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(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

牧

(荏
)

｢著
地
頭
｣
は
'
｢
着
賓
に
'
足
を
地
に
付
け
て
｣
と
い
っ
た
意

味
､

｢聖
人
於
中
庭
也
隆
盛
得
徳
地
壷
'
便
是
1
以
貫
之
虞
o
聖
人
倣
事

ヽ
ヽ
ヽ

著
地
頭
｣
(｢論
語
十
三

確
也
篇
二
｣
三
一
･
779)
な
ど
O

｢牽
窒
｣
は
'
｢引
き
ず
る
｣
の
意
o

(記
録
者
)

程
端
蒙

(
二

四
三
-

1
一
九
一
)

字
は
正
思
o

都
湯
原

の
人
｡
『師
事
年
教
練
』
二
九
六
｡

57

着
文
字
､
且
逐
候
看
｡
各
是

一
事
'
不
相
牽
合
｡

文
章
を
読
む
に
は
､
と
に
か
-
候
ご
と
に
読
む
こ
と
｡
そ
れ
ぞ
れ

別
も
の
で
あ
-
､
互
い
に
勝
手
に
結
び
つ
け
な
い
こ
と
｡
(記
鋳
著
名

を
敏
-
)

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

牧

58

講
書
要
周
逓
平
正
｡
垂
孫
｡

講
書
は
､
行
き
届
い
て
公
正
で
な
-
て
は
な
ら
な
い
｡
林
垂
孫

(症
)

｢周
遍
｣
(周
偏
も
同
じ
)
は
'
周
到
で
あ
る
こ
と
を
い
う
｡
｢
天

ヽ
ヽ

地
間
只
是
這
箇
道
理
流
行
周
偏
｣
(｢論
知
行
｣
九
･
156)
な
と
｡

59

着
文
字
不
可
落
於
偏
僻
､
須
是
周
匝
｡
看
得
四
通
八
達
､
無
些

窒
擬
､
万
有
遊
金
｡
又
云
､
某
解
語
孟
､
訓
話
皆
存
.
学
者
親
書
､

不
可
只
看
緊
要
虞
､
閑
慢
虞
要
都
周
匝
｡

今
説

｢求
放
心
｣
､
末
問

其
他
､
只
此
便
是

｢博
学
而
篤
志
､
切
問
而
近
思
､
仁
在
英
中
条
｣
｡

｢博
学
而
篤
志
､
切
問
而
近
思
｣
､
方
是
講
書
､
却
説

｢仁
在
其
中
｣
､

蓋
此
便
是

｢求
放
心
｣
也
.
人
傑
｡

文
章
を
読
む
に
は
､
偏
-
が
あ

っ
て
は
な
ら
ず
､
廉
-
全
鮭
を
見

な
く
て
は
い
け
な
い
｡
全
鰻
を
見
通
し
て
､
何
の
滞
る
と
こ
ろ
も
な

い
よ
う
に
し
て
こ
そ
進
歩
す
る
｡
ま
た
い
わ
れ
た
'
｢私
の

『
論
語
』

･
『
孟
子
』
の
注
解
に
は
'

訓
話
は
み
な
備
わ
っ
て
い
る
｡

学
ぶ
者

が
書
物
を
讃
む
と
き
に
は
､
肝
心
な
と
こ
ろ
ば
か
-
で
は
な
-
､
何

で
も
な
い
と
こ
ろ
も
全
て
廉
-
讃
ま
ね
ば
な
ら
な
い
｡

い
ま
'
(『孟

子
』
が
)
『
そ
の
放
心
を
求
む
』
だ
け
を
言

っ
て
'
他
の
こ
と
を
問
題

に
し
な
い
の
は
､
そ
れ
こ
そ
が
'

『博
-
学
び
篤
-
志
し
､

切
に
問

う
て
近
-
思
う
､
仁
は
其
の
中
に
在
-
』
と
い
-

こ
と
で
あ
-
､

『
博
-
学
び
篤
-
志
し
､
切
に
間
-
て
近
-
思
』

っ
て
こ
そ
議
書
な

の
だ
が
'

(『論
語
』
で
は
)
『
仁
は
其
の
中
に
在
-
』
と
い
う
の
は
'

そ
れ
が
つ
ま
り

『放
心
を
求
め
る
』
こ
と
だ
か
ら
な
の
だ
｡｣
高
人
傑

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

擬
-
礎

其
他
1

其
iij

切
問
而
近
思
1
切

間
近
思
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朝
鮮
古
希
本

牧

(荏
)

｢
偏
僻
｣
は
'

か
た
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
語
で
'
｢
問
'
大

ヽ
ヽ

挙
'
讐
音
改
僻
'
如
何
｡

日
'
只
繰
入
心
有
此
偏
僻
｡
｣
(｢
大
挙
三

俸

八
章
揮
終
身
哲
家
｣

1
六
･
3
54)
の
用
例
が
見
え
る
｡

｢
周
匝
｣
は

｢
偏
僻
｣
の
反
封
語
で
'
隅
々
ま
で
行
き
わ
た
っ
て
い
る

ヽ
ヽ

こ
と
を
い
う
｡
｢
地
却
是
有
空
関
虞
｡
天
却
四
方
上
下
都
周
匝
無
空
闘
'

逼
塞
滞
皆
是
天
｣
(｢
理
東
上

大
極
天
地
上
｣

l
･
6
)
な
ど
｡

｢
閑
慢
虚
｣
は
'
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
所
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ

る
が
'

｢
緊
要
虞
｣
と
封
比
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
'
本
懐
の
趣
旨

と
し
て
は
'
さ
し
て
重
要
に
も
見
え
ぬ
箇
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
同
様

の
用
例
と
し
て
は
'
｢
訓
門
人
五
｣
(
二

七

･
28
30
)
の
'
｢
緊
要
便
責
'

ヽ
ヽ

閑
慢
底
便
不
讃
｡
精
底
便
理
合
'
粗
底
便
不
理
合
｣
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
こ

の
よ
う
な
'
重
要
な
も
の
と
必
ず
し
も
重
要
と
は
見
え
ぬ
も
の
と
の
対
比

は
'
前
出
46
僕
に
既
出
｡

｢
四
通
八
達
｣
は
'
全
面
的
に
通
暁
し
て
い
る
こ
と
｡
｢
然
聖
賢
之
言

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

活
'
嘗
各
随
其
所
指
而
言
う
則
四
通
八
達
臭
｡｣
(｢
中
庸
三

第
二
五
章
｣

六
四
二
∽∞
-)

｢
窒
擬
｣
は
'
流
れ
が
滞
る
こ
と
を
い
う
｡
｢
滞
擬
｣
も
同
じ

｢
近
方

見
得
'
講
書
只
是
且
悠
地
虚
心
就
上
面
熟
語
'
久
之
自
有
所
得
'
亦
自
有

ヽ
ヽ

疑
虞
｡
蓋
熟
議
後
'
自
有
窒
擬
不
通
虞
｣

(｢讃
書
法
下
｣

二

･
)8
6
)

や
'
｢
如
蔭
禁
射
御
菖
教
'

1
件
事
理
脅
不
得
'
此
心
便
覚
滞

凝
o
惟
是

ヽ
ヽ

〓

去
理
合
'
這
道
理
肱
略
方
始

〓

流
通
､
無
郡
箇
漕
艇
｣
(｢
論
語
十

六

速
而
｣
三
四
･
8
6
6)
な
ど
B

朱
子
語
根
譲
書
法
篇
講
注

E
[
(輿
膳
･
木
津
｡
賓
喪
)

｢
説
求
放
心
'
末
問
其
他
｣
は

『
孟
子
』
告
子
篇
上
の

｢学
問
之
道
無

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

他
'
求
其
放
心
而
己
臭
｣
を
踏
ま
え
た
言
い
方
で
'

｢博
学
而
篤
志
～
｣

は

『
論
語
』
子
張
篇
の
語
で
あ
る
｡
そ
れ
ぞ
れ
下
篇
10
保
の
注
及
び
下
篇

15
候
の
注
を
参
照
ざ
れ
た
い
｡

こ
れ
は
､
『
孟
子
』
の
側
か
ら

『
論
語
』

に
近
づ
き
'
ま
た

1
万
で

『
論
語
』
に
よ
っ
て

『
孟
子
』
を
理
解
し
よ
う

と
し
て
い
る
箇
所
と
し
て
興
味
深
い
｡

本
候
の
胃
頭
か
ら

｢万
有
進
益
｣
ま
で
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が

『
朱
子
讃
書

法
』
巻

一
｢熟
議
精
思
｣
に
見
え
る
｡

60

着
文
字
､
且
依
本
句
､
不
要
添
字
｡
邪
裏
元
有
機
綿
､
如
合
子

相
似
'
自
家
只
去
扶
開
｡
不
是
滞
愉
庶
物
､
硬
去
整
｡
亦
不
可
先
立

説
､
牽
古
人
意
乗
湊
｡
且
如

｢
逆
詐
､
億
不
信
｣
興

｢先
覚
｣
之
排
.

｢
蓮
詐
｣
､
是
邦
人
不
官
許
我
､

先
去
指
摩
道
､

邦
人
必
是
詐
我
､

｢億
不
信
｣
､
是
邦
人
未
有
不
信
底
意
､
使
道
郡
人
必
是
不
信
｡
｢先

覚
｣
､
則
分
明
見
得
郡
人
己
詐
我
､
不
信
我
｡
如
高
租
知
人
善
任
使
'

亦
足
分
明
見
英
才
耳
｡
〔淳
〕

文
章
を
謹
む
と
き
に
は
'
ま
ず
は
本
文
通
-
に
謹
ん
で
､
飴
計
な

文
字
を

つ
け
加
え
な
い
こ
と
だ
｡
そ
こ
に
は
も
と
も
と
隙
間
が
あ
る

も
の
で
､
合
わ
せ
箱
の
よ
-
に
'
こ
ち
ら
か
ら
開
け
て
や
-
さ
え
す

れ
ば
よ
い
.
混
沌
と
し
た
も
の
に
無
理
や
-
目
鼻
を
整

つ
わ
け
で
は
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中
国
文
畢
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第
五
十

1
放

な
い
｡
ま
た
､

先
に
説
を
立
て
て
お
い
て
､
古
人
の
考
え
を
無
理
に

は
め
込
ん
で
い
-
の
で
は
い
け
な
い
｡

例
え
ば
､
(『論
語
』
に
い
-
)

む
か

おも

｢詐
-
を

逆

え

､
不
信
を

億

ん

ば
か
る
｣
こ
と
と

｢先
ず
覚
る
｣
こ

と
と
の
違
い
は
と
い
う
と
､

｢詐
-
を
逆
え
｣
る
の
は
､

人
が
自
分

を
編
し
て
も
い
な
い
の
に
､
先
回
-
し
て

｢あ
い
つ
は
き
っ
と
偏
す
｣

と
憶
測
す
る
こ
と
だ
し
､

｢
不
信
を
億
ん
ば
か
る
｣
の
は
､

人
が
嘘

を

つ
-
つ
も
-
の
な
い
う
ち
か
ら
､

｢
き

っ
と
嘘
を

つ
く
｣
と
思
い

こ
む
こ
と
で
あ
る
｡

｢先
ず
覚
る
｣
と
い
う
の
は
､

人
が
自
分
を
崩

し
､
嘘
を
言

っ
て
い
る
の
を
は
っ
き
-
見
抜
-
こ
と
で
あ
る
｡
例
え

ば
'
漠
の
高
租
が
人
材
を
見
極
め
て
巧
み
に
人
を
使

っ
た
の
は
､
そ

の
才
能
を
は
っ
き
-
見
抜
い
て
い
た
か
ら
な
の
だ
.
〔陳
淳
〕

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

梗
去
整
-
便
去
整

筆
録
者
な
し
1
淳

.,
て

朝
鮮
古
霧
本

必
是
不
信
1
必
是
不
信
我

高
組
1
0
0

筆
強
者
な

し
1
淳

(荏
)

｢合
子
｣
は

｢
合
わ
せ
箱
｣
の
こ
と
｡
｢
楳
暦
家
説
有
五
道
'
而

ヽ
ヽ

今
且
将
黄
赤
道
説
'
赤
道
正
在
天
之
中
'
如
合
子
縫
模
様
'
黄
道
是
在
郡

赤
道
之
間
｣
(｢
理
気
下

天
地
下
｣
二
･
12
)
な
ど
｡
ま
た
､
こ
の
よ
う

な
､
合
わ
せ
箱
と
隙
間
に
載
似
し
た
比
職
は
'
上
簾
の
13
候
か
ら
15
候
に

か
け
て
見
え
る
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

｢逝
詐
｣
以
下
の
語
は
'
『
論
語
』
審
問
簾
の
｢
不
逆
詐
'
不
備
不
信
､

ヽ
ヽ

抑
亦
先
覚
者
､
是
賢
乎
｣
に
も
と
づ
-
O

｢
博
満
｣
は
上
篇
15
候
に
既
出
､
注
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
本
来
こ
の
語

は

｢
揮
沌
｣
と
非
常
に
近
い
意
味
を
有
す
る
盛
観
語
で
あ
る
が
'
本
保
で

は

｢
整
つ
｣
と
い
う
行
為
と
1
組
で
用
い
ら
れ
て
お
-
'

『
荘
子
』
庶
帝

王
に
見
え
る
日
毎
に
七
薮
を
撃
た
れ
て
死
ん
だ

｢揮
沌
｣
の
寓
話
を
よ
-

新
著
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
例
で
あ
る
O

漠
高
租
が
人
を
任
用
す
る
力
が
あ
っ
た
と
い
-
記
事
と
し
て
は
､

｢
此

三
者

〔張
良
･
粛
何

･
韓
信
〕
'
皆
人
傑
也
｡
吾
能
用
之
｣
(『史
記
』
高

租
本
紀
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

な
お
'
底
本
で
は
記
録
者
名
を
敏
-
が
'
朝
鮮
古
寓
本

･
古
活
字
本

･

刊
本
に
従
い
陳
淳
と
し
た
｡

61

講
書
若
有
所
見
､
末
必
便
是
､
不
可
便
執
着
｡
且
放
在

一
連
､

益
更
講
書
､
以
来
新
見
.
若
執
着

1
見
､
則
此
心
便
被
此
見
遮
蔽
了
O

響
如

一
片
幹
潔
田
地
､
若
上
面
蔵
安

一
物
､
便
須
有
遮
蔽
了
虞
｡
聖

人
七
通
八
達
､
事
事
説
到
極
致
虞
｡
学
者
須
是
多
講
書
､
使
互
相
襲

明
､
事
事
窮
到
極
致
虞
｡
所
謂

｢本
譜
身
､
徴
請
庶
民
､
考
諸
三
王

而
不
鯵
､
建
諸
天
地
而
不
悼
､
質
諸
鬼
神
而
無
疑
､
百
世
以
侯
聖
人

而
不
惑
｣
｡
直
到
這
簡
田
地
､
方
是
｡
語
云
､
｢執
徳
不
弘
｣
｡
易
云
､

｢寛
以
居
之
｣
｡

聖
人
多
読
箇
鹿
大
寛
洪
之
意
､

学
者
要
須
鮭
之
｡

鹿
｡

∫7()



謹
書
し
て
何
か
覚
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
も
､
そ
れ
は
ま
だ
正
し
い

と
は
限
ら
ず
､
こ
だ
わ

っ
て
は
い
け
な
い
｡
し
ば
ら
-
そ
れ
は
傍
ら

に
置
い
て
､
さ
ら
に
講
書
を
重
ね
､
新
し
い
考
え
を
得
る
よ
う
に
す

る
の
だ
｡
も
し
も

一
つ
の
考
え
に
こ
だ
わ
れ
ば
､
こ
の
心
は
そ
れ
に

覆
わ
れ
て
し
ま
う
｡
例
え
ば
､
ま
っ
さ
ら
な
土
地
の
上
に
何
か
物
を

置
け
ば
､
覆
わ
れ
た
場
所
が
で
き
て
し
事

っ
｡
聖
人
は
全
鰻
に
-
ま

な
-
通
達
し
､

1
つ
一
つ
の
こ
と
が
ら
を
そ
の
極
致
ま
で
述
べ
て
い

る
｡
学
ぶ
者
は
､
多
-
の
書
物
を
讃
ん
で
､
道
理
が
互
い
に
明
ら
か

に
な
る
よ
う
に
し
､

一
つ
一
つ
の
こ
と
が
ら
を
極
致
ま
で
窮
め
る
こ

あ
き

と
だ
｡

い
わ
ゆ
る
､

｢
こ
れ
を
身
に
本
づ
げ
､
こ
れ
を
庶
民
に

微

ら

か
ん
が

あ
や
ま

か
に
し
､
こ
れ
を
三
王
に

考

み

て

縁

ら

ず
､
こ
れ
を
天
地
に
建
て
て

も
と

惇
ら
ず
､
こ
れ
を
鬼
神
に
質
し
て
疑
い
な
け
れ
ば
､
百
世
以
て
聖
人

を
侯
て
ど
も
惑
わ
ず
｣
で
あ
る
｡
こ
こ
ま
で
至
っ
て
こ
そ
よ
い
の
だ
｡

『
論
語
』
に
は
､
｢
徳
を
執
る
こ
と
弘
か
ら
ず
｣
と
い
い
､
『
易
』
に

は
､

｢寛
や
か
に
し
以
て
こ
れ
に
居
る
｣
と
い
う
｡

聖
人
は
､
こ
の

磨
-
伸
び
や
か
な
心
を
さ
か
ん
に
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
､
学
ぶ
者

は
､
そ
れ
を
し
っ
か
-
鰻
得
せ
ぬ
ば
な
ら
な
い
｡
輔
廉

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

不
惑
1
不
感

朱
子
語
類
讃
書
法
篇
謂
注
餌

(興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

朝
鮮
古
寓
本

這
箇
1
這
4-

不
弘
1
不
洪

説
箇
1
説
今

朝
鮮
刊
本

執
着
1
執
著

寛
洪
1
寛
弘

(荏
)

｢
以
来
新
見
｣
は
'
前
出
32
候
に
も
見
え
た
横
菜
の
｢
濯
表
替
聞
'

以
来
新
意
｣
に
基
づ
-
0

｢
七
通
八
達
｣
は
'
前
出
59
候
の
｢
四
通
八
達
｣
と
同
意
語
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
｡

｢所
謂
｣
以
下
の
引
用
は

『
中
庸
』
に
よ
る
｡
普
該
箇
所
で
あ
る

｢中ヽ

庸
三

第
二
九
章
｣
(六
四
･
)593)
の
み
な
ら
ず
､
朱
子
は
'
｢所
謂
建

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

諸
天
地
而
不
惇
'
質
諸
鬼
神
而
無

疑
'
百
世
以
侠
聖
人
而
不
惑
｡
何
憂
之

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

有
｣
(｢論
語

1
九

子
牢
篇
下
｣
三
七
･
983)
や

｢考
諸
三
王
而
不
謬
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

百
世
以
後
聖
人
而
不
惑
'
猶
碍
子
所
謂
以
過
去
未
重
言
也
｣

(中
庸
三

第
二
七
章
｣
六
四
･
)59
))
な
ど
随
所
で
こ
の
語
を
引
い
て
い
る
｡

『
論
語
』
の
引
用
は
'
子
張
篇
の
｢
子
張
日
'
執
徳
不
弘
へ
信
道
不
篤
'

蔦
能
馬
有
'
蔦
能
篤
亡
｣
に
基
づ
き
､
『
易
』
は
'
乾
卦
の
文
言

｢
寛
以

居
之
｣
の
語
で
あ
る
｡

評
注
者
後
記

本
稿
作
成
の
過
程
で
'
溝
田
廊
矢
'
福
田
知
可
志
'
多

田
伊
織
'
夏
嵐
'
副
島

一
郎
の
諸
君
に
よ
る
評
注
の
草
稿
を
参
照
し
た
｡

謝
意
を
表
す
る
｡
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